
近
江
八
景
詩
歌
の
伝
播
と
受
容

鍛

ム
ロ、

ぞ

宏

介

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
近
江
八
景
と
い
う
一
つ
の
知
識
が
、
刊
本
や
写
本
と
い
う
書
物
を
介
し
て
社
会
に
伝
播
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
・
階
層
の
人
々
に
教
養
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
近
江
八
景
を
詠
ん
だ
漢
詩
と
和
歌
を
素
材
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
朝
廷
や
五
山

文
化
圏
で
産
み
出
さ
れ
た
近
江
八
景
詩
歌
が
、
堂
上
歌
壇
の
み
な
ら
ず
地
下
歌
壇
に
お
い
て
も
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
咽
扶
桑

名
勝
詩
集
』
の
板
元
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
注
目
し
て
、
吉
田
家
は
書
騨
を
営
む
一
方
、
院
雑
色
と
い
う
朝
廷
の
下
級
役
人
と
し
て
の
側
面
も
有
し
、
朝
廷

の
知
を
社
会
に
広
げ
る
回
路
と
し
て
、
近
江
八
景
詩
歌
が
刊
本
世
界
へ
流
入
す
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
八
世
紀
以
降
の
日

用
教
養
書
に
お
け
る
展
開
に
注
目
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
誤
謬
も
内
包
し
つ
つ
、
手
習
教
育
の
教
材
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
近
江
八
景
詩
歌
の
伝
播
の
射
程
が

格
段
に
広
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
江
戸
時
代
書
物
文
化
に
お
け
る
知
の
流
通
構
造
の
一
端
を
描
き
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
穴
巻
二
口
写
　
二
〇
一
三
年
三
月

近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治）

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
一
つ
の
知
識
が
、
書
物
な
ど
を
介
し
て
社
会
に
伝
播
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
・
階
層
の
人
々
に
教
養
と
し

て
受
容
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
近
江
八
景
を
詠
ん
だ
近
江
八
景
詩
歌
を
素
材
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
江
八
景
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
中
国
の
濡
湘
八
景
に
擬
し
て
定
め
ら
れ
た
琵
琶
湖
南
部
の
八
勝
景
、
石
山
秋
月
、
瀬
田
夕
照
、
粟
津
晴

嵐
、
矢
橋
帰
帆
、
三
井
晩
鐘
、
唐
崎
夜
雨
、
堅
田
落
雁
、
比
良
暮
雪
の
総
称
で
あ
る
。
近
江
八
景
に
つ
い
て
は
、
文
学
、
歴
史
学
、
美
術
史
、
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観
光
学
な
ど
多
様
な
学
術
分
野
に
お
い
て
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
一
九
三
七
年
の
段
階
で
、
文
学
作
品
や
絵
画
作
品
、

各
種
考
証
類
さ
ら
に
は
名
所
記
の
類
ま
で
・
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
の
史
料
を
博
捜
し
て
近
江
八
里
承
の
展
開
を
示
し
た
柴
田
実
氏
の
先
駆
的
研
獅

中
世
か
ら
近
世
に
至
る
長
い
ス
パ
ン
に
渡
る
文
芸
作
晶
を
素
材
と
し
て
、
瀟
々
八
景
の
日
本
に
お
け
る
普
及
を
論
じ
る
な
か
で
近
江
八
景
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

開
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
堀
川
貴
司
氏
の
研
究
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
観
光
と
い
う
行
動
に
目
を
向
け
、
書
物
に
お
け
る
知
の
普
及
と
関
連
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

せ
な
が
ら
、
地
域
社
会
史
と
し
て
近
江
八
景
を
論
じ
た
青
柳
周
一
氏
の
研
究
、
近
江
八
景
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
集
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

そ
の
伝
播
の
射
程
の
広
さ
を
視
覚
的
に
示
し
た
美
術
館
や
博
物
館
に
お
け
る
展
覧
会
な
ど
、
貴
重
な
成
果
を
多
く
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
歴
史
的
事
実
の
掘
り
下
げ
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
筆
者
は
拙
稿
「
近
江
八
景
詩
歌
の

　
⑤

誕
生
」
（
以
下
、
前
稿
）
に
お
い
て
、
現
行
の
近
江
八
景
和
歌
は
、
一
七
世
紀
初
頭
、
後
水
尾
天
皇
に
和
歌
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
な
ど
朝
廷
文
化

の
申
心
的
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
近
衛
信
歩
が
、
慶
長
年
問
、
膳
所
城
よ
り
の
眺
望
を
詠
み
描
き
、
城
主
戸
田
氏
鉄
に
与
え
た
「
膳
所
金
城
之

八
景
」
が
初
出
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
江
戸
時
代
に
近
江
八
景
歌
と
と
も
に
伝
播
す
る
近
江
八
景
詩
は
、
閑
室
元
借
の
弟
子
と
し
て
朝
鮮
へ
の
将

軍
秀
忠
国
書
の
代
筆
を
行
う
な
ど
、
一
七
世
紀
前
半
の
五
山
に
お
い
て
活
躍
し
た
円
光
寺
二
世
賦
質
宗
撲
が
、
故
あ
っ
て
五
畿
内
追
放
と
な
り
、

講
居
先
の
八
幡
郊
外
に
て
詠
ん
だ
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
近
江
八
景
詩
歌
と
は
、
朝
廷
文
化
、
五
山
文
化
と
い

う
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
最
上
位
の
文
化
階
層
で
活
躍
し
た
人
物
に
よ
り
産
み
出
さ
れ
た
知
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
知
が
写
本
や
刊
本
と
い
っ
た
書
物
を
通
じ
て
当
時
の
社
会
に
伝
播
し
て
い
き
、
一
般
教
養
と
し
て
定
着
す
る
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
。
特
に
、
そ
の
伝
播
の
過
程
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
風
諭
や
、
往
来
物
や
節
用
集
な
ど
の
日
用
教
養
書
と
い
っ
た
回
路

に
注
目
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
第
一
章
で
一
七
世
紀
、
近
江
八
景
詩
歌
が
そ
の
誕
生
後
に
、
堂
上
公
家
や
地
下
の
歌
壇
で
伝
播
し
て
い
く

様
相
を
検
討
す
る
。
二
章
で
は
、
江
戸
時
代
中
後
期
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
の
板
元
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
注
目

し
て
、
朝
廷
や
そ
の
周
辺
で
流
布
す
る
知
が
刊
本
に
掲
載
さ
れ
る
過
程
を
検
討
す
る
。
三
章
で
は
、
一
八
世
紀
以
降
に
お
け
る
絵
画
、
芸
能
、

工
芸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
近
江
八
景
の
伝
播
に
つ
い
て
、
特
に
日
用
教
養
書
で
の
展
開
に
注
目
し
、
さ
ら
に
手
習
教
育
で
の
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受
容
も
み
て
い
く
。

　
書
物
に
よ
る
近
江
八
景
と
い
う
知
の
伝
播
に
注
目
す
る
と
い
う
点
で
、
本
稿
は
青
柳
氏
と
関
心
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
青
柳
氏
の

研
究
で
は
、
書
物
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
の
違
い
に
は
充
分
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
朝
廷
知
の
社
会
的
広
ま
り
と
い
う
点
で
は
、
近
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

百
人
…
首
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
流
布
の
様
相
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
丹
和
浩
氏
に
よ
り
江
戸
前
期
の
後
水
尾
院
サ
ロ
ン
の
歌
人
た
ち
の

歌
が
・
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
往
来
物
附
録
の
七
夕
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
勧
・
し
か
し
百
人
一
首
研
究
で

は
出
板
物
自
体
の
分
析
が
中
心
で
あ
り
、
往
来
物
に
載
る
知
の
源
泉
を
指
摘
し
た
と
い
う
点
で
画
期
的
な
丹
氏
の
研
究
も
、
分
析
は
伝
播
の
両

端
に
偏
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
伝
播
の
途
中
の
回
路
を
詳
細
に
検
討
し
、
さ
ら
に
書
物
の
受
容
も
視
野
に
お
く
。

　
ま
た
知
の
伝
播
を
検
討
す
る
際
、
写
本
と
い
う
形
態
の
書
物
に
特
に
注
目
し
た
い
。
江
戸
時
代
書
物
文
化
に
お
け
る
写
本
と
い
う
形
態
に
関

し
て
は
、
例
え
ば
藤
實
久
思
子
氏
が
、
江
戸
時
代
の
「
知
」
の
あ
り
よ
う
を
「
開
放
系
の
「
知
」
」
1
1
「
多
く
の
場
合
に
板
本
と
し
て
流
布
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
書
籍
」
、
「
閉
鎖
系
の
「
知
」
」
1
1
「
多
く
の
場
合
に
写
本
と
し
て
存
在
し
続
け
た
書
籍
」
と
分
類
し
た
よ
う
に
、
主
に
刊
本
と
し
て
は
普
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
き
な
い
秘
伝
的
な
知
の
媒
体
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
書
写
本
制
作
を
行
う
書
本
屋
や
貸
本
屋
の
商
品
と
し
て
の
側
面
、
さ
ら
に
は
学
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
よ
る
知
の
発
信
・
享
受
形
態
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
写
本
が
持
つ
機
能
と
し
て
、
刊
本
に
載
る
知
の
伝
播
の
射
程
を
さ
ら

に
広
げ
る
媒
体
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
た
い
。

　
筆
者
は
以
前
、
江
戸
時
代
中
後
期
の
社
会
に
お
い
て
、
文
化
資
本
を
多
く
持
た
な
い
人
び
と
の
知
識
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
、
重
宝
記
、
節
用
集
、
往
来
物
な
ど
の
書
物
に
注
目
し
、
日
用
教
養
書
と
名
づ
け
た
。
本
研
究
は
、
江
戸
時
代
の
削
板
文
化
の
隆
盛
の
な

か
、
江
戸
時
代
中
後
期
の
出
門
界
に
お
け
る
主
力
商
品
と
し
て
大
量
に
番
号
さ
れ
た
日
用
教
養
書
に
お
い
て
、
商
品
価
値
を
高
め
る
重
要
な
要

素
で
あ
っ
た
附
録
記
事
の
知
的
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

①
柴
田
照
門
近
江
八
景
」
（
滋
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
編

　
名
勝
調
査
報
告
㎞
第
一
冊
、
滋
賀
県
、
一
九
三
七
年
）
。

喘
滋
賀
県

②
堀
川
貴
司
門
近
世
に
お
け
る
普
及
」

　
○
二
年
）
。

（
堀
川
開
瀟
湘
八
景
』
臨
川
面
心
、
工
○
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③
青
柳
周
一
「
近
世
旅
行
史
上
に
お
け
る
近
江
国
」
（
隅
交
通
史
研
究
融
第
六
青
写
、

　
交
逓
史
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
）
。
膏
柳
周
一
「
十
七
・
十
八
泄
紀
に
お
け
る
近

　
江
八
景
の
展
開
」
（
青
魏
周
一
・
高
埜
利
彦
・
西
田
か
ほ
る
編
帯
止
愚
の
宗
教
と

　
社
会
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
。

④
『
特
別
展
近
江
八
景
撫
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
・
京
都
新
聞
社
、
一
九
八
八

　
年
。
『
近
江
八
景
幅
大
津
市
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
。

⑤
拙
稿
「
近
江
八
景
詩
歌
の
誕
生
」
（
京
都
大
学
文
学
部
國
語
学
国
文
学
研
究
室

　
編
『
国
語
国
文
㎏
第
八
一
巻
第
二
号
、
中
央
図
書
鵡
版
社
、
二
〇
一
工
年
）
。

⑥
藤
田
洋
治
「
版
本
『
絵
入
細
入
一
首
㎞
の
合
刻
作
品
」
（
咽
人
文
科
教
育
研
究
地

　
第
二
二
号
、
人
文
科
教
育
学
会
、
～
九
九
五
年
）
。
小
泉
吉
永
「
女
子
用
往
来
と

　
百
人
～
善
」
（
白
幡
洋
三
郎
編
上
百
人
一
首
万
華
鏡
融
思
文
闘
繊
版
、
二
〇
〇
五

　
年
）
Q

⑦
斉
利
浩
「
「
往
来
物
」
に
お
け
る
七
夕
の
歌
」
（
丹
『
近
世
庶
民
教
育
と
出
版
文

　
化
盗
品
田
鶴
院
、
二
〇
〇
五
年
　
初
繊
一
九
九
四
年
）
。

⑧
藤
實
久
美
子
「
近
世
亀
山
文
化
研
究
の
沿
革
と
本
書
の
構
成
偏
（
温
麺
朔
近
世

　
書
籍
文
化
論
聴
道
辮
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
　
初
出
二
〇
〇
〇
年
）
＝
二
頁
。

⑨
　
母
利
司
朗
「
書
本
鷹
に
つ
い
て
」
（
㎎
東
海
近
世
繍
第
六
号
、
東
海
近
世
文
学
会
、

　
　
九
九
三
年
）
。
藤
沢
毅
門
刊
写
本
に
つ
い
て
」
（
広
島
近
世
文
学
研
究
会
編
四
丁

　
城
往
来
㎞
第
五
号
、
広
島
大
学
文
学
部
久
保
田
啓
一
研
究
室
、
二
〇
〇
二
年
）
。

⑩
高
橋
章
則
「
「
板
本
」
の
門
写
本
」
を
作
る
の
は
な
ぜ
か
」
（
噸
ナ
オ
・
デ
・

　
ラ
・
チ
…
ナ
撫
第
六
号
、
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
内
特
定
領
域
研

　
究
事
務
局
、
二
〇
〇
買
繋
）
。
遠
藤
慶
太
「
勅
撰
史
書
の
書
写
と
印
刷
」
（
遠
藤

　
『
平
安
勅
撰
史
書
研
究
脚
皇
学
館
出
版
部
、
一
　
○
〇
六
年
　
初
出
二
〇
〇
五
年
）
。

⑪
拙
稿
「
江
戸
時
代
教
養
文
化
の
な
か
の
天
皇
・
公
家
像
」
（
噸
日
本
史
研
究
㎞
第

　
五
七
一
号
、
B
本
史
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
V
。
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第
【
章
　
詩
歌
写
本
に
お
け
る
伝
播

近
江
八
景
歌
の
伝
播

　
ま
ず
慶
長
年
間
に
近
衛
信
歩
が
近
江
八
景
歌
を
詠
ん
で
以
降
、
詩
歌
の
世
界
で
近
江
八
景
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
を
み
て
い
く
。

前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
信
勢
の
近
江
八
景
歌
（
以
下
、
信
三
無
）
が
書
き
記
さ
れ
た
最
も
古
い
史
料
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の

奥
書
を
持
つ
藤
原
捏
豊
門
の
儒
者
菅
得
庵
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。
信
サ
よ
り
「
膳
所
金
城
之
八
景
」
の
画
賛
を
贈
ら
れ
た
膳
所
城
主
戸
田
東
鉄

（
元
和
三
年
（
～
六
一
七
）
よ
り
尼
崎
藩
に
転
封
）
に
儒
学
を
講
じ
て
い
た
得
庵
は
、
氏
鉄
の
も
と
を
訪
れ
た
際
に
実
見
し
た
信
昇
に
よ
る
近
江
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

景
画
賛
に
載
る
信
歩
歌
を
書
き
写
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
柴
田
実
氏
は
、
園
城
寺
円
満
院
が
所
蔵
す
る
信
歩
自
筆
と
思
わ
れ
る
近
江
八
景
画
賛
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
近
日
中
の
八
景
の
染
筆
を
約
束



近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
円
満
院
門
主
宛
の
信
サ
書
状
が
存
在
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
染
筆
さ
れ
た
も
の
が
柴
田
氏
の
紹
介
し
た
近
江
八
景
画
賛
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
円
満
院
門
主
は
信
サ
の
点
前
久
の
ひ
孫
に
あ
た
り
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
円
満
院
に
入
寺
し
、
慶
長
　
七
年
に
門
主
を
相

　
　
④

塗
し
た
と
い
う
常
尊
と
推
定
さ
れ
、
慶
長
一
九
年
に
亡
く
な
っ
た
信
サ
最
晩
年
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
信
サ
自
筆
と
推
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
る
堅
田
落
雁
画
賛
も
み
つ
か
っ
て
い
る
が
、
柴
田
氏
紹
介
の
画
賛
に
含
ま
れ
る
堅
田
落
雁
図
と
は
異
な
る
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
江
戸
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

代
中
期
の
国
学
者
伴
蕎
踵
が
友
人
の
家
で
み
た
と
い
う
信
サ
の
自
筆
奥
書
が
あ
る
信
サ
歌
は
巻
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
爾
賛
と
は
全
く
形
態
が

異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
信
サ
は
複
数
の
作
品
に
近
江
八
景
歌
を
残
し
て
お
り
、
い
ず
れ
を
通
じ
て
後
世
に
伝
播
し
た
の
か
特
定
で
き
か
ね
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
七
世
紀
中
葉
以
降
、
信
サ
歌
は
詩
歌
や
絵
画
世
界
に
お
い
て
伝
播
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
、
後
水
尾
院
の
命
で
飛
鳥
井
雅
章
が
編
ん
だ
類
題
歌
集
「
数
量
和
歌
集
」
に
、
信
サ
歌
が
、
瀟
湘
八
景
を
詠
ん
だ

「
八
景
歌
」
や
「
南
京
八
景
」
「
修
学
院
八
景
」
な
ど
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
数
量
和
歌
集
」
は
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
旧
蔵
禁
裏
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
筥
家
本
、
仙
台
伊
達
家
所
蔵
本
な
ど
、
禁
裏
や
公
家
の
蔵
書
の
み
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ず
、
大
名
家
の
蔵
書
の
な
か
に
も
写
本
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
数
量
和
歌
集
」
と
同
様
の
内
容
を
持
つ
歌
書
と
し
て
、
天
和

二
年
（
一
六
△
｝
）
左
京
大
夫
風
早
公
前
（
公
営
）
の
奥
書
を
持
つ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
百
人
一
首
始
風
早
公
事
叢
書
集
」
、
越
前
松
平
家
に

伝
わ
っ
た
歌
書
「
集
書
偏
な
ど
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
学
が
指
摘
す
る
以
外
に
も
、
「
民
部
権
大
輔
」
こ
と
公
家
高
倉
永
福
が
拙
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

侶
の
懇
望
に
よ
り
書
写
し
た
歌
書
、
八
戸
藩
南
部
家
に
伝
わ
る
地
下
歌
人
望
月
長
孝
の
奥
書
を
持
つ
「
師
伝
書
」
、
肥
前
鹿
島
藩
鍋
島
家
に
伝

　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

わ
る
合
写
本
、
大
和
郡
山
藩
柳
沢
家
に
残
る
郡
山
藩
三
代
藩
主
保
光
の
虜
筆
歌
書
、
源
狸
豆
資
が
正
徳
二
年
（
一
七
～
二
）
に
編
纂
し
た
「
数
量

　
　
⑬

和
歌
集
」
等
々
、
信
舜
歌
を
含
む
歌
書
は
多
く
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
和
歌
を
詠
む
際
に
参
照
す
べ
き
先
例
の
一
つ
と
し
て
、
堂
上
公
家

の
み
な
ら
ず
、
地
下
歌
人
や
大
名
に
ま
で
、
信
サ
歌
が
広
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
こ
の
う
ち
源
豊
資
編
「
数
量
和
歌
集
」
は
、
先
述
し
た
飛
鳥
井
雅
章
編
「
数
量
和
歌
集
」
と
は
内
容
を
全
く
異
に
す
る
歌
書
で
、
奥
書
に
よ

れ
ば
、
中
院
家
諸
大
夫
小
川
蜜
語
助
（
祐
寿
）
の
兄
弟
で
あ
る
青
地
氏
某
が
所
持
す
る
中
院
通
盆
選
「
三
灯
集
」
三
帖
の
正
徳
二
年
書
写
本
と
、
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笠
原
玄
蕃
（
雲
渓
）
所
有
「
金
玉
集
」
の
元
禄
年
中
書
写
本
を
合
わ
せ
て
校
合
し
た
歌
書
で
あ
る
。
中
院
通
茂
選
「
三
灯
集
」
は
、
現
在
、
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
地
下
歌
人
水
田
長
隣
に
よ
る
抄
写
本
し
か
現
存
し
な
い
歌
書
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
「
三
塵
隠
」
は
、
奥
書
に

飛
鳥
井
家
「
数
量
和
歌
集
」
記
載
の
も
の
や
、
板
本
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
歌
は
省
い
て
筆
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
信
歩
歌
収

録
の
膚
無
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
納
豆
資
「
数
量
和
歌
集
」
に
は
末
尾
に
「
三
灯
集
」
全
三
冊
五
巻
の
目
録
を
載
せ
て
お
り
そ
の
全
容
が
う

か
が
え
、
「
三
灯
集
」
に
も
「
近
江
八
景
之
和
歌
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
編
者
の
三
豊
資
は
伝
未
詳
だ
が
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
「
住
吉
社
奉
納
千
首
和
歌
」
に
、
「
京
都
住
太
田
半
三
郎
豊
資
」
と
名
前
が

載
る
人
物
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
例
で
は
霊
元
院
歌
壇
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
中
院
棄
置
か
ら
、
現
在
は
伝
未
詳
で
あ
る
よ
う
な

無
名
の
地
下
歌
人
に
至
る
ま
で
の
知
の
伝
播
経
路
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
信
サ
歌
が
堂
上
歌
壇
の
み
な
ら
ず
地
下
歌
壇
ま
で

も
伝
播
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
信
勢
歌
を
先
例
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
近
江
八
景
を
詠
題
と
し
て
新
た
に
和
歌
を
詠
む
と
い

う
行
為
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
高
松
宮
家
に
伝
え
ら
れ
た
禁
裏
本
の
な
か
に
残
る
「
絵
讃
歌
」
と
い
う
後
二
院
と
廷
臣
に
よ
る
詩
歌
会
の
記
録
が
あ
る
。
記
録
に
記
さ
れ
た

詩
歌
会
参
加
者
の
官
位
や
生
存
年
か
ら
、
こ
の
記
録
は
、
裏
松
意
光
の
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
一
一
月
～
七
日
権
右
少
弁
就
任
以
降
、
桂
昭

房
の
寛
文
八
年
七
月
一
五
日
死
去
以
前
の
詩
歌
会
の
記
録
と
推
定
さ
れ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
目
録
で
は
後
水
尾
院
の
記
録
と
す
る
が
、

こ
の
時
期
「
新
院
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
寛
文
三
年
に
譲
位
し
た
後
西
院
で
あ
る
。
こ
の
詩
歌
会
参
加
者
の
う
ち
、
照
高
院
道
晃
、
白
川
雅
喬
、

飛
鳥
井
雅
章
、
中
院
通
茂
、
日
野
弘
資
、
鳥
丸
資
慶
、
近
衛
基
煕
、
後
西
院
が
、
三
井
晩
鐘
以
下
の
近
江
八
景
を
詠
題
に
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

例
え
ば
後
西
院
は
、
比
良
暮
雪
の
詠
題
で
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　
そ
こ
と
な
く
麓
の
里
は
く
れ
そ
め
て
ひ
ら
の
高
ね
そ
雪
に
さ
や
け
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
の
歌
は
後
事
院
の
家
集
「
水
日
集
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
西
院
自
身
の
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
た
に
近
江
八
景
歌

を
詠
む
行
為
も
行
わ
れ
て
は
い
る
が
、
和
歌
学
び
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
各
種
歌
書
に
広
が
る
の
は
、
す
で
に
テ
キ
ス
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
た
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信
歩
の
近
江
八
景
歌
で
あ
っ
た
。

　
信
サ
歌
が
も
と
も
と
画
と
和
歌
が
一
体
と
な
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
絵
画
世
界
で
も
近
江
八
景
は
伝
播
し
て
い
く
。
江
戸
城
や
内
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
障
壁
画
に
は
、
各
地
の
名
所
と
と
も
に
近
江
八
景
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
近
江
八
景
画
に
は
信
早
歌
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
例

え
ば
、
貞
享
初
年
（
｝
六
八
四
～
）
に
行
わ
れ
た
朝
仁
親
王
（
後
の
東
山
天
皇
）
御
所
の
造
営
に
際
し
、
常
御
所
襖
絵
の
下
絵
と
し
て
狩
野
探
幽

の
弟
子
桃
田
柳
栄
が
画
い
た
近
江
八
景
腹
巻
の
な
か
に
は
鷹
司
兼
煕
、
花
山
院
定
誠
、
園
基
福
、
庭
田
重
条
、
清
水
谷
実
業
、
醍
醐
士
爵
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

院
通
茂
、
大
炊
御
門
経
光
と
い
っ
た
堂
上
公
家
を
染
筆
者
と
す
る
信
サ
歌
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
信
雰
の
近
江
八
景
歌
は
和
歌
写
本
や
絵
画
作
品
を
通
じ
て
広
く
流
布
し
て
い
た
が
、
実
は
信
サ
の
歌
と
し
て
広
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
和
歌
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
て
、
近
衛
前
帯
説
（
『
江
源
武
並
）
、
近
衛
政
憶
説
（
『
扶
桑
名
勝
詩
釜
）
、
近
衛
時
嗣
説
（
『
鳴
羽

掻
臨
『
吾
妻
紀
行
』
）
、
近
衛
信
歩
説
（
『
鴫
羽
掻
曝
注
記
）
、
近
衛
時
熈
説
（
『
日
本
国
花
万
葉
縫
目
『
和
漢
三
才
図
会
臨
『
東
海
道
名
所
図
会
騙
）
な
ど
、

種
々
の
刊
本
に
お
い
て
諸
説
が
乱
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
歌
書
に
お
い
て
も
複
数
の
作
者
説
が
確
認
で
き
る
。
飛
鳥
井
雅
章
編

「
数
量
和
歌
集
」
で
は
、
近
江
八
景
歌
の
作
者
を
明
記
し
て
お
ら
ず
、
上
述
の
望
月
長
孝
の
「
師
伝
書
」
や
、
肥
前
鹿
島
鍋
島
藩
に
伝
わ
っ
た

歌
書
で
は
、
と
も
に
「
栄
雅
〈
或
近
衛
追
星
晴
思
潮
ト
モ
〉
」
と
、
栄
雅
、
す
な
わ
ち
室
町
期
の
飛
鳥
井
雅
親
説
と
、
近
衛
関
下
晴
嗣
こ
と
近
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

前
久
説
を
併
記
し
て
い
る
。
「
百
人
一
首
始
風
早
霊
前
卿
書
集
」
で
は
、
同
様
に
「
栄
雅
〈
或
説
近
衛
関
白
時
嗣
公
ト
云
々
〉
」
と
記
し
た
上
で

「
栄
累
差
説
」
の
部
分
を
抹
消
し
て
近
衛
時
嗣
説
を
残
し
て
い
る
。
源
豊
資
編
「
数
量
和
歌
集
」
で
は
、
時
理
説
、
政
家
説
、
信
サ
説
を
併
記

し
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
テ
キ
ス
ト
が
書
写
さ
れ
る
な
か
で
、
晴
嗣
が
時
嗣
と
い
う
近
衛
家
の
系
図
に
は
名
前
が
み
え
な
い
人
物
の
名
前
に
誤
写
さ
れ
、
そ

の
時
嗣
説
が
刊
本
テ
キ
ス
ト
に
採
用
さ
れ
流
布
し
て
い
き
、
さ
ら
に
そ
れ
が
時
熈
説
に
転
化
し
て
伝
播
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
近
衛
信
サ
作
と
は
っ
き
り
明
記
し
た
蕾
得
庵
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
京
都
の
蔵
書
家
村
井
古
巌
が
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

に
神
宮
文
庫
の
前
身
林
崎
文
庫
に
寄
贈
し
た
本
の
う
ち
の
一
冊
、
島
原
藩
深
溝
松
平
家
二
代
目
忠
房
の
蔵
書
印
が
あ
り
一
七
世
紀
後
半
成
立
と
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推
定
さ
れ
る
筆
写
本
「
歌
書
集
」
収
録
「
膳
所
八
景
詩
歌
」
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
頃
に
成
立
し
た
原
田
蔵
六
に
よ
る
近
江
民
間
地
誌
「
淡

海
地
志
」
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
伝
播
が
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
公
家
今
出
川
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

規
の
蔵
書
印
が
あ
る
今
出
川
家
旧
蔵
本
や
、
阿
波
藩
主
蜂
須
賀
家
の
旧
蔵
本
、
岡
山
藩
池
田
家
文
庫
蔵
歌
書
の
目
録
な
ど
に
も
当
該
史
料
の
写

本
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
菅
の
記
録
も
一
部
の
公
家
や
大
名
家
の
蔵
書
に
一
定
の
広
が
り
を
有
し
た
の
だ
が
、
刊
本
に
採
用
さ
れ
ず
、

主
に
他
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
忍
歩
歌
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、
作
者
説
の
混
乱
が
生
じ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
堂
上
歌
壇
や
地
下
歌
壇
に
お
け
る
和
歌
の
テ
キ
ス
ト
や
、
絵
画
作
言
を
通
し
て
、
作
者
に
つ
い
て
は
混
乱
を
み
な
が
ら
も
、

信
サ
歌
が
伝
播
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
検
討
し
た
歌
書
の
ほ
と
ん
ど
に
は
近
江
八
景
歌
の
前
後
に
南
都
八
景
歌
が
載
る
。
近
江
と
大
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
山
城
に
次
い
で
歌
枕
の
多
い
国
と
し
て
し
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
公
家
た
ち
が
住
ま
う
京
都
か
ら
も
近
く
、
風
情
あ
る
情
景
を
持
ち
、
古
く

よ
り
和
歌
と
馴
染
み
深
い
地
域
で
あ
る
。
そ
の
地
域
を
代
表
す
る
名
勝
を
選
び
詠
ん
だ
近
江
八
景
歌
は
、
和
歌
を
学
ぶ
も
の
が
知
っ
て
お
く
べ

き
先
例
と
し
て
、
伝
播
の
範
囲
を
広
め
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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二
　
近
江
八
景
詩
の
伝
播

　
近
江
八
景
詩
に
つ
い
て
は
、
詠
題
は
信
サ
歌
に
準
拠
し
な
が
ら
、
独
自
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
藤
原
恨
窩
の
弟
子
菅

得
庵
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
、
信
サ
の
和
歌
に
倣
っ
て
「
膳
所
之
八
景
」
を
詠
ん
で
い
る
。
玉
野
宗
撲
も
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
正

月
に
「
豊
州
八
景
」
と
題
し
た
漢
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
京
都
の
書
騨
荒
川
課
長
が
刊
行
し
た
『
羅
山
先
生

　
⑱

詩
集
』
に
は
、
林
嵐
山
が
詠
ん
だ
「
近
江
国
琵
琶
湖
八
景
」
と
題
し
た
漢
詩
が
載
る
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
京
都
の
村
上
平
楽
寺
が
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

行
し
た
深
草
元
政
の
詩
集
『
艸
山
集
』
に
も
、
「
和
琶
湖
八
景
下
露
」
と
題
し
た
序
文
と
八
景
詩
が
載
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
あ
げ
た
漢
詩
は
い
ず
れ
も
、
石
山
秋
月
な
ど
八
つ
の
詠
題
は
信
サ
歌
と
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
前
半
以
降
、
信
サ
歌
が

伝
播
し
て
い
く
な
か
で
、
公
家
や
五
山
僧
、
儒
者
、
大
名
と
い
っ
た
高
い
文
化
資
本
を
有
す
る
も
の
た
ち
の
聞
で
、
詩
の
題
材
と
し
て
も
近
江



近江入景詩歌の伝播と受容（鍛治〉

八
景
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
固
定
化
し
た
知
識
と
し
て
の
近
江
八
景
詩
と
し
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
墨
書
山
や
深
草
元
仁
と
い
っ
た
著
名
人
の
作
品
で
は
な
く
、

現
代
で
は
無
名
の
玉
質
宗
撲
の
作
品
が
伝
播
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
上
述
し
た
越
前
松
平
家
所
蔵
の
詩
歌
集
「
集
書
」
や
、
源
豊
鎖
編

「
数
量
和
歌
集
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
江
州
八
景
」
「
近
江
八
景
詩
歌
」
と
し
て
鉱
質
宗
僕
の
近
江
八
景
詩
が
、
宗
僕
の
詩
歌
文
集
「
購
騒
集
」

掲
載
の
も
の
と
同
じ
く
詠
題
ご
と
に
二
首
ず
つ
載
っ
て
い
る
。
「
贈
騙
集
」
は
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
円
光
寺
旧
蔵
本
以
外
で

は
、
二
巻
上
と
一
巻
上
の
ご
く
一
部
の
み
を
写
し
た
抄
写
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
宗
僕
は
正
保
二

年
目
…
六
四
五
）
七
月
号
畿
内
追
放
か
ら
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
一
月
目
赦
免
に
い
た
る
近
江
講
居
中
も
、
京
都
の
文
人
た
ち
と
親
し
い
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
続
け
て
い
た
。
越
前
松
平
家
所
蔵
「
集
書
」
で
は
、
「
朴
長
老
扁
の
脇
に
「
円
光
寺
住
僧
、
相
国
寺
在
内
、
今
ハ
一
乗
寺
ニ
ア
リ
テ
、
身
ハ

江
州
二
隠
居
ナ
リ
」
と
注
記
し
て
あ
り
、
宗
模
が
江
州
隠
居
時
代
に
既
に
近
江
八
景
詩
が
流
布
し
て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。

　
写
本
と
し
て
広
ま
る
な
か
で
誤
謬
も
生
じ
て
い
る
。
「
欝
騒
集
」
と
、
歌
書
類
掲
載
の
近
江
八
景
詩
の
語
句
を
比
較
す
る
と
、
唐
崎
夜
雨
の

二
句
目
が
、
「
黙
黙
集
」
清
書
本
で
は
「
朦
朧
山
色
暮
雲
横
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
書
写
本
で
は
す
べ
て
「
玲
瀧
山
色
暮
雲
横
」
と
、

「
朦
朧
」
と
は
正
反
対
の
意
味
と
な
る
「
玲
朧
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
書
写
の
過
程
で
誤
写
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
信
理
事
と
、
玉
本
宗
撲
の
近
江
八
景
詩
が
写
本
の
形
で
、
公
家
さ
ら
に
は
大
名
、
地
下
歌
人
な
ど
の
文
化
圏
に
お
い
て
、
広
く
流
布

し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
章
に
お
い
て
は
、
一
七
世
紀
末
以
降
の
近
江
八
景
の
伝
播
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
と
、

そ
の
板
元
で
あ
る
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
注
目
し
て
み
た
い
。

①
前
稿
発
表
後
、
杉
本
善
郎
（
江
陽
釣
史
）
氏
、
関
谷
真
可
重
氏
、
米
山
梅
吉
氏

　
の
研
究
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
菅
得
庵
の
記
録
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
近
江
八

　
景
信
三
選
定
説
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
三
氏
の
研
究
は
♪
柴
田
実
氏

　
の
研
究
に
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
菅
の
記
録
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ

　
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
杉
本
善
郎
噸
近
江
八
梁
案
内
臨
杉
本
善
郎
、
一

　
八
九
四
年
、
一
頁
。
関
谷
真
可
禰
「
八
漿
論
纂
佐
伯
八
景
歌
」
（
『
国
学
院
雑
誌
㎞

第
工
九
巻
第
三
号
、
国
学
院
大
学
、
一
九
二
三
年
）
五
二
～
五
四
頁
。
米
山
梅
吉

　
「
近
江
入
景
」
（
米
由
開
銀
行
行
余
録
』
旨
本
評
論
社
、
一
九
二
七
年
目
一
六
七

　
～
＝
ハ
八
頁
。

②
前
掲
は
じ
め
に
注
①
柴
田
論
文
図
版
第
｝
。
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③
〔
近
衛
信
勢
書
状
〕
《
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
所
蔵
慶
慮
義
塾
大
学
附
属
研
究

　
所
斯
道
文
庫
寄
託
資
料
（
○
〇
六
＝
一
i
O
O
O
O
）
一
セ
ン
チ
ュ
リ
i
文
化
財

　
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
扁
参
照
（
以
下
、
同
館
所
蔵
史
料
は
す
べ
て

　
封
じ
）
》
。

④
　
肥
後
和
男
「
古
市
播
磨
の
子
孫
」
（
肥
後
魍
日
本
文
化
』
弘
文
堂
、
一
九
三
九

　
偏
牛
　
初
出
～
九
三
七
年
）
三
五
九
～
一
二
六
一
留
貝
Q

⑤
〔
近
衛
信
歩
筆
堅
田
落
雁
図
自
画
賛
〕
《
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
所
蔵
慶
癒
義

　
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
寄
託
資
料
（
〇
一
一
一
〇
九
一
○
○
○
○
）
》
。

⑥
隅
閑
田
耕
筆
㎞
巻
一
〈
享
和
元
年
（
一
入
○
｝
）
刊
〉
《
国
文
学
研
究
資
料
館

　
（
ナ
五
／
一
／
一
ご
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
門
所
蔵
和
古
書
・
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ

　
タ
ル
目
録
デ
ー
タ
ベ
…
ス
」
（
以
下
、
国
文
研
サ
イ
ト
）
参
照
（
以
下
、
同
館
所

　
蔵
史
料
は
す
べ
て
準
じ
）
》
。

⑦
「
数
量
麹
歌
集
扁
上
巻
《
宮
内
庁
書
陵
部
（
一
＝
○
．
七
＝
ハ
）
　
國
文
研
サ
イ

　
ト
参
照
》
。

⑧
三
村
晃
功
「
飛
鳥
井
雅
章
編
『
数
量
和
歌
集
鰍
の
成
立
扁
（
三
村
『
近
世
類
題

　
集
の
研
究
用
量
簡
舎
、
二
〇
〇
九
年
　
初
出
二
〇
〇
八
年
）
。
川
平
ひ
と
し
「
名

　
数
・
数
量
と
和
歌
表
現
」
（
川
平
ひ
と
し
・
大
伏
春
美
編
『
鴫
の
羽
掻
影
印
本
睡

　
新
悪
罵
、
二
〇
〇
五
年
）
。

⑨
　
ハ
三
十
六
人
歌
合
〕
《
佛
教
大
学
図
書
館
（
G
国
／
ニ
エ
幅
寄
／
二
）
》
。

⑩
「
師
伝
瞥
」
《
八
戸
市
立
野
書
館
所
蔵
南
部
家
旧
蔵
本
（
南
一
五
－
三
八
四
）
　

　
国
文
研
サ
イ
ト
参
照
》
Q

⑪
　
〔
自
讃
幕
等
歌
書
〕
《
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
（
ユ
一
i
六
六
－
二
一
E
）
　

　
國
文
研
サ
イ
ト
参
照
》
。

⑫
〔
歌
書
〕
《
柳
沢
文
庫
保
存
会
（
仮
〇
四
－
四
二
〉
》
。

⑬
「
数
量
和
歌
集
扁
上
巻
《
龍
谷
大
学
大
宮
図
轡
館
写
字
台
顔
庫
（
九
＝
．
二

　
〇
八
／
五
四
l
W
／
一
）
》
。

⑭
　
日
下
幸
男
門
狭
山
の
文
人
」
（
日
下
糊
近
世
古
今
伝
授
史
の
研
究
地
下
篇
』
新

　
典
社
、
一
九
九
八
年
　
初
繊
一
九
八
三
年
）
七
四
三
～
七
四
五
頁
。

⑮
「
住
吉
社
奉
納
千
首
和
歌
」
恋
部
（
多
治
比
郁
夫
・
上
野
洋
三
編
『
上
方
芸
文

　
叢
刊
㎞
第
｝
巻
、
上
方
芸
文
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
八
一
一
年
置
一
七
二
頁
。

⑯
「
絵
讃
歌
」
《
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
（
H
一
六
〇

　
〇
1
三
二
五
／
ふ
函
七
一
）
　
同
館
ホ
…
ム
ペ
！
ジ
「
館
山
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏

　
本
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
（
以
下
、
同
館
所
蔵
史
料
は
す
べ
て
同
じ
）
》
。

⑰
「
水
日
集
」
第
～
冊
《
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本

　
（
H
l
六
〇
〇
一
五
〇
六
／
る
函
ニ
ニ
九
）
》
。

⑬
武
田
恒
夫
「
名
所
の
景
物
」
（
武
田
『
日
本
絵
画
と
歳
時
㎞
ぺ
り
か
ん
社
、
一

　
九
九
〇
年
）
。

⑲
　
前
掲
は
じ
め
に
注
④
『
近
江
八
景
騙
九
～
一
〇
頁
。

⑳
「
百
人
一
首
始
風
早
公
前
卿
書
集
」
（
目
録
題
懲
歌
書
」
）
《
国
立
公
文
書
館
内
閣

　
文
庫
（
二
〇
一
一
三
九
〇
）
》
。

⑳
　
門
膳
所
八
景
倭
歌
」
《
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
今
出
州
家
旧
蔵
本
（
Q
A
i
｝
三

　
六
九
V
》
。

⑫
　
門
古
今
打
聞
膳
所
八
景
詩
歌
」
《
広
島
大
学
中
央
図
書
館
貴
璽
資
料
室
（
ワ
カ
一

　
九
）
》
◎

⑬
　
門
歌
書
穏
録
」
（
久
保
木
秀
夫
噸
中
古
中
世
散
侠
歌
集
研
究
㎞
青
簡
舎
、
二
〇
〇

　
九
年
）
四
七
二
頁
。

⑭
　
鶴
暗
裕
雄
「
日
野
の
中
世
文
学
」
（
日
野
町
史
書
さ
ん
委
員
会
編
『
近
江
日
野

　
の
歴
史
㎞
第
二
巻
、
滋
賀
県
日
野
町
、
二
〇
〇
九
年
）
。

⑮
蒲
稿
。
趙
剛
「
羅
山
の
漢
詩
に
お
け
る
詩
情
に
つ
い
て
」
（
趙
『
林
羅
山
と
日

　
本
の
儒
学
㎞
世
界
知
識
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
　
初
出
一
九
九
九
年
〉
九
五
頁
。

　
た
だ
し
趙
氏
は
典
拠
史
料
名
を
「
瀟
湘
八
景
詩
」
と
誤
記
し
て
い
る
。

⑳
　
『
羅
山
先
生
詩
集
』
巻
八
《
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
四
1
0
三
／
ラ
／
九
）
》
。

⑳
　
『
艸
山
集
㎞
巻
十
九
暑
之
巻
（
富
士
廻
英
郎
ほ
か
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
一

　
＝
一
巻
、
汲
古
附
則
院
、
　
一
九
八
五
偏
牛
〉
　
二
　
五
～
エ
～
山
廊
響
只
。
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⑳
　
門
欝
麟
魍
集
」
《
四
天
王
寺
大
学
図
書
館
恩
聖
堂
文
庫
（
五
九
〇
号
）
》
。

⑲
　
「
集
省
」
《
福
井
県
立
図
書
館
松
平
文
庫
（
M
九
一
一
／
二
五
）
　
国
文
学
研
究

資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
参
照
》
。

第
二
章
　
『
扶
桑
名
勝
詩
集
隔
と
板
元
吉
田
四
郎
右
衛
門

近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
『
扶
桑
名
勝
詩
集
臨
と
近
江
八
景
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
、
京
都
の
尊
墨
吉
田
四
郎
右
衛
門
が
刊
行
し
た
詩
歌
集
『
扶
桑
名
勝
詩
集
隔
に
、
「
近
衛
政
家
公
」
作
と
さ
れ
た

「
近
江
琵
琶
湖
八
景
」
和
歌
と
、
相
国
寺
朴
長
老
「
近
江
八
景
」
、
林
羅
山
「
近
江
琵
琶
湖
八
景
」
、
菅
得
庵
「
近
江
八
景
」
、
熊
谷
立
面
「
江

州
八
景
」
、
草
山
元
政
「
和
琶
湖
八
景
井
序
」
と
い
う
五
人
の
近
江
八
景
詩
が
載
っ
て
い
る
。

　
近
江
八
景
詩
は
、
相
国
寺
朴
長
老
こ
と
玉
質
宗
僕
の
詩
歌
文
集
「
贈
駿
集
」
で
は
、
各
詠
題
に
二
首
ず
つ
載
っ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
『
扶

桑
名
勝
詩
集
』
で
は
一
首
ず
つ
の
み
載
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
大
き
く
異
な
る
。
前
章
で
指
摘
し
た
語
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
流
布
本
で
の

誤
謬
が
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
円
光
寺
が
所
蔵
す
る
「
立
合
集
」
で
は
な
く
、
流
布
写
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
一
首
ず
つ
の
み
限
定
し
た
形
で

『
扶
桑
名
勝
詩
集
馳
に
近
江
八
景
詩
が
収
録
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
第
三
章
で
詳
細
に
検
討
す
る
よ
う
に
一
七
世
紀
末
以
降
に
、
近
江
八
景
詩
歌
が
、
歌
書
や
詩
集
、
紀
行
文
や
地
誌
、
日
用
教
養
書
な
ど
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
で
、
近
江
八
景
と
い
う
知
識
が
伝
播
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
流
布
す
る
近
江
八
景
詩
は
、
「
贈
騙
集
」

掲
載
の
各
詠
題
二
首
ず
つ
の
近
江
八
景
詩
で
は
な
く
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
掲
載
の
各
詠
題
一
首
ず
つ
の
近
江
八
景
詩
な
の
で
あ
る
。
写
本
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
伝
写
段
階
で
は
、
例
え
ば
禁
裏
に
伝
わ
っ
た
写
本
歌
集
「
八
景
詩
歌
三
十
六
人
歌
合
等
」
や
、
肥
前
鹿
島
鍋
島
藩
に
伝
わ
っ
た
合
写
本
で
は
、

詠
題
ご
と
に
二
首
ず
つ
で
は
な
く
一
首
ず
つ
盛
装
の
近
江
八
景
詩
を
載
せ
る
が
、
そ
こ
に
載
る
詩
は
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
掲
載
の
も
の
と
は

異
な
る
組
み
合
わ
せ
で
「
贈
義
歯
」
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
三
章
で
検
討
す
る
よ
う
な
各
種
刊
本
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
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掲
載
の
組
み
合
わ
せ
の
も
の
し
か
伝
播
し
な
い
。
後
世
へ
近
江
八
景
詩
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、

担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
　
書
建
吉
田
四
郎
右
衛
門
と
朝
廷

『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
が
大
き
な
役
割
を

　
『
扶
桑
名
勝
詩
集
幅
の
編
者
吉
田
元
俊
と
板
元
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
井
上
敏
幸
氏
が
本
書
省
文
か
ら
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
一

　
　
　
　
④

人
物
で
あ
る
。
累
々
と
し
て
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
京
都
に
お
い
て
、
一
七
世
紀
中
葉
よ
り
和
歌
や
物
語
な
ど
の
古
典
の
出
板
活

動
を
行
っ
た
書
難
で
あ
り
、
ま
た
江
戸
後
期
の
当
主
元
長
は
、
小
沢
藍
都
門
の
歌
人
と
し
て
、
薦
庵
の
書
物
や
、
上
田
秋
成
の
書
簡
集
、
熱
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

春
満
の
家
集
な
ど
薦
庵
関
係
者
の
書
物
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
宗
政
五
十
緒
氏
は
、
『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』

（
元
禄
九
年
板
）
の
分
析
に
よ
り
、
書
難
と
し
て
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
活
動
は
、
歌
書
が
そ
の
妻
板
の
中
核
で
あ
る
こ
と
、
上
京
に
店
を
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

え
、
公
家
方
の
有
職
書
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
営
業
は
公
家
方
の
学
芸
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
。
安
永
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（一

ｵ
七
四
）
吉
田
四
郎
右
衛
門
刊
の
『
古
今
集
真
名
字
解
』
巻
末
に
、
「
歌
書
三
二
紀
類
目
録
」
と
し
て
吉
田
四
郎
右
衛
門
家
の
扱
う
歌
書
と

有
職
故
実
書
の
目
録
が
載
っ
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
に
吉
田
家
自
身
も
、
歌
書
と
有
職
故
実
書
の
碑
板
を
営
業
の
核
と
捉
え
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ま
た
井
上
隆
明
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
刊
の
『
京
羽
二
重
大
全
』
に
禁
裏
御
書
物
指
と
し
て
野
田
弥
兵
衛
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
に
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
の
後
だ
さ
れ
た
『
京
羽
二
重
大
全
』
の
増
補
改
正
板
で
も
、
禁
裏
御
書
物
所
と
し
て
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

軍
四
郎
右
衛
門
を
継
続
的
に
確
認
で
き
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
刊
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
の
刊
記
に
お
い
て
、
吉
田
は
「
御
用
御
書
田

所
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
幕
末
期
に
至
る
ま
で
禁
裏
御
書
甲
所
を
勤
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
禁
裏
御
書
物
所
に
つ
い
て
は
、
禁
裏
御
用
菓
子
屋
を
勤
め
た
虎
屋
里
…
庶
家
文
書
に
残
る
「
御
出
入
商
人
中
所
附
」
と
い
う
、
元
禄
一
四
年

（～

ｵ
〇
一
）
段
階
の
禁
裏
御
用
商
人
を
書
き
上
げ
た
史
料
が
存
在
す
る
。
こ
の
記
録
に
は
、
禁
裏
御
用
と
し
て
三
四
種
類
以
上
の
業
種
が
あ

が
る
な
か
で
、
書
物
類
の
御
用
商
人
の
記
事
も
載
っ
て
お
り
、
後
光
明
院
の
代
（
在
位
は
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
～
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
）
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近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治）

よ
り
の
御
用
書
面
と
し
て
、
唐
本
屋
清
兵
衛
、
同
与
兵
衛
、
風
月
庄
左
衛
門
、
田
原
二
左
衛
門
、
唐
本
屋
吉
左
衛
門
の
名
前
が
、
東
山
院
の
代

（
在
位
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
～
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
）
よ
り
の
御
用
書
騨
と
し
て
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
、
吉
野
屋
俊
兵
衛
、
吉
文
字
屋
庄

右
衛
門
、
上
村
次
郎
右
衛
門
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
禁
裏
御
書
物
所
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
風
月
庄
左
衛
門
の
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
翌
安
永
二
年
ま
で
の
日
記
「
日
暦
」

な
ど
に
も
記
事
が
な
く
、
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
他
の
出
入
り
職
人
と
同
様
と
考
え
れ
ば
、
朝
廷
に
て
購
入
す
る
書
物
を
納
入
す
る
書
騨
と

想
定
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
の
よ
う
な
吉
田
四
郎
右
衛
門
と
朝
廷
と
の
関
連
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
他
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
附
庸
星
章
の
「
隔
其
記
」

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
八
月
一
四
日
条
に
は
、
賀
茂
の
南
可
が
「
開
板
屋
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
と
と
も
に
、
公
家
の
芝
山
宣
豊
の
も
と
を
訪

れ
た
こ
と
、
こ
の
度
開
板
さ
れ
た
「
廿
一
代
集
之
内
拾
三
冊
之
歌
書
」
が
、
宣
撫
を
通
じ
て
時
の
仙
洞
、
後
水
尾
院
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
献
上
さ
れ
て
い
る
二
十
一
代
集
は
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
が
正
保
四
年
に
刊
行
し
た
刊
本
で
、
正
保
板
本
と
し
て
広
く
流

布
し
て
、
現
代
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
寛
永
文
化
サ
ロ
ン
に
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
も
書
騨
と
し
て
関
わ

り
、
高
い
水
準
の
知
を
産
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
江
戸
中
期
に
至
っ
て
も
、
例
え
ば
江
戸
時
代
前
期
堂
上
歌
壇
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
鳥
丸
光
広
の
家
集
『
黄
葉
和
歌
集
』
を
寛
保
三
年
（
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

七
四
三
）
に
京
都
の
書
芸
中
井
平
治
郎
と
の
合
板
で
再
淫
し
た
り
、
当
該
期
朝
廷
に
お
け
る
代
表
的
有
職
故
実
家
で
あ
る
公
家
滋
野
井
公
麗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
る
「
滋
野
井
家
御
蔵
板
」
の
『
禁
秘
御
事
階
梯
隔
を
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
頃
に
刊
行
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
、
公
家
と
の
関
わ
り
を

強
く
も
っ
た
出
板
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
『
黄
葉
和
歌
集
隔
〈
元
禄
＝
葦
（
一
六
九
九
）
初
板
〉
は
江
戸
時
代
に
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
当
代
公
家
の
家
集
と
し
て
し
ら
れ
て
い
る
が
、
吉

田
の
寛
保
専
掌
奥
書
に
は
、
「
烏
丸
家
黄
葉
和
歌
集
、
近
年
伝
世
書
写
之
誤
解
魯
魚
故
、
需
家
司
（
荒
木
）
能
登
守
栄
縁
、
正
本
令
改
板
者
也
」

　
　
⑬

と
あ
り
、
鳥
丸
家
側
か
ら
出
板
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
禁
秘
御
製
階
梯
晦
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
、
滋
野
井
家
は
同
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時
に
「
公
事
根
源
」
と
「
職
原
抄
」
の
注
釈
書
の
刊
行
も
企
図
し
て
い
た
が
、
「
先
板
所
持
之
者
差
支
」
が
あ
り
、
「
公
事
根
源
」
と
「
塩
原

抄
」
に
つ
い
て
は
出
板
を
断
念
し
て
お
り
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
家
が
板
権
を
持
っ
て
い
た
「
禁
秘
抄
」
（
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
田
中
伊
兵
衛
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

本
の
後
印
本
を
刊
行
）
の
注
釈
書
『
禁
秘
御
紗
階
梯
』
に
つ
い
て
の
み
欝
欝
に
至
っ
た
こ
と
が
京
都
書
林
仲
間
の
記
録
よ
り
し
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
れ
ら
の
事
例
は
出
板
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
公
家
が
、
自
ら
の
産
み
出
し
た
知
を
社
会
に
広
め
よ
う
と
し
た
事
例
と
し
て
特
筆

す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
試
み
に
吉
田
四
郎
右
衛
門
が
関
与
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
宗
政
五
十
緒
氏
が
吉
田
四

郎
右
衛
門
の
別
家
と
し
て
想
定
し
て
い
る
吉
田
三
郎
兵
衛
も
、
堂
上
歌
壇
で
流
布
し
て
い
た
歌
書
の
内
容
を
載
せ
る
『
鴫
羽
掻
』
〈
元
禄
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

（一

Z
九
一
）
刊
〉
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
吉
田
家
の
別
家
で
あ
る
吉
田
治
兵
衛
も
、
堂
上
方
蔵
板
の
『
鎮
西
琉
球
二
四
の
売
り
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

め
を
大
坂
の
書
士
天
満
屋
安
兵
衛
と
と
も
に
勤
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
吉
田
｝
門
（
他
に
も
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
、
住
吉
大
社
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

文
庫
に
『
扶
桑
名
勝
詩
集
聴
を
奉
納
し
て
い
る
吉
田
次
郎
三
郎
、
同
じ
く
開
禁
秘
紗
舳
を
奉
納
し
て
い
る
吉
田
勘
右
衛
門
も
一
門
か
）
は
朝
廷
社
会
と
の
縁

を
強
く
も
っ
た
書
騨
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三
　
院
雑
色
と
し
て
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
家

　
で
は
な
ぜ
吉
田
四
郎
右
衛
門
は
こ
の
よ
う
な
朝
廷
社
会
に
密
接
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
先
に
『
京
羽
二
重
大
全
』
各
板
に

禁
裏
御
書
開
所
と
し
て
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
実
は
同
書
に
は
、
吉
田
の
名
前
を
他
の
箇
所
に
も
み
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
朝
廷
に
出
入
り
す
る
地
下
官
人
の
一
覧
の
う
ち
、
「
墨
田
蔵
人
方
催
之
外
」
の
院
雑
色
と
し
て
、
「
吉
田
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

佐
伯
元
責
」
と
い
う
名
前
が
み
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
地
下
官
人
の
家
譜
を
載
せ
る
「
地
下
家
伝
」
に
は
、
院
雑
色
吉
田
家
の
家
譜
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
家
譜
に
よ
れ
ば
、
吉
田
家
（
姓
は
佐
伯
）

は
、
戦
国
時
代
の
清
吉
の
代
ま
で
は
粟
津
を
称
し
た
家
で
あ
っ
た
。
清
吉
の
息
子
自
裁
〈
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
生
～
寛
文
一
〇
年
（
～
六
七
〇
）

没
〉
以
下
、
元
俊
〈
正
保
三
年
目
一
六
四
六
）
生
～
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
没
〉
、
元
信
く
延
宝
蕪
年
（
一
六
七
五
）
生
～
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
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没
〉
、
元
貰
〈
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
生
～
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
没
〉
、
元
軌
〈
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
生
～
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
没
〉
、
元
長

く
安
永
三
年
（
～
七
七
四
）
生
～
文
政
七
年
（
｝
八
二
四
）
没
、
元
豊
〈
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
生
～
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
没
〉
、
元
秀
〈
文
政
＝
～

年
生
～
没
年
未
詳
〉
と
続
い
て
い
る
。

　
院
雑
色
吉
田
家
の
家
譜
の
な
か
に
、
書
騨
吉
田
四
郎
右
衛
門
と
し
て
し
ら
れ
る
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
の
編
者
兼
板
元
で
あ
る
元
俊
や
、
小

沢
藍
庵
門
人
と
し
て
著
名
な
元
長
の
名
前
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
住
吉
大
社
御
文
庫
へ
の
享
保
一
〇
年
奉
納
本
『
令
義
解
』
の
奉
納
記
に
は
、

「
京
御
書
物
学
吉
田
四
郎
右
衛
門
佐
伯
元
信
」
と
あ
り
、
院
雑
色
吉
田
家
の
家
譜
に
名
前
が
載
る
人
物
が
、
書
騨
と
し
て
奉
納
を
行
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
院
雑
色
の
吉
田
家
は
、
書
騨
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
と
同
じ
家
な
の
で
あ
る
。

　
「
地
下
家
伝
」
所
載
家
譜
で
は
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
の
編
者
兼
板
元
で
あ
る
元
俊
と
、
そ
の
父
自
当
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
自
当

　
文
禄
元
年
九
月
三
十
日
　
　
生

　
慶
安
五
年
八
月
　
　
　
　
補
院
雑
色
干
時
称
号
改
吉
田

　
寛
文
十
年
十
一
月
廿
八
日
　
死
〈
七
十
九
歳
〉

　
　
　
　
元
俊
〈
自
当
男
〉

　
正
保
三
年
八
月
十
三
日
　
　
生

　
寛
文
二
年
　
　
　
　
　
　
　
補
院
雑
色
〈
十
七
歳
〉

　
宝
・
永
五
年
⊥
ハ
月
廿
五
目
【
　
　
死
〈
山
ハ
十
一
二
歳
〉

　
こ
こ
か
ら
、
先
に
み
た
「
隔
糞
記
」
の
記
事
に
で
て
き
た
吉
田
四
郎
右
衛
門
は
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
を
刊
行
し
た
元
俊
の
父
自
当
で
あ
り
、

吉
田
家
は
元
俊
の
代
よ
り
禁
裏
御
用
書
物
所
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
俊
の
代
に
お
い
て
吉
田
四
郎
右
衛
門
は
、
延
宝
元
年
（
一
六

七
三
）
『
湖
月
抄
』
、
延
宝
三
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』
、
同
年
『
和
認
指
南
抄
』
、
同
年
『
増
註
愛
憎
絶
句
三
豊
詩
法
備
考
大
成
』
、
貞
享
二
年
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（一

Z
八
五
）
『
高
良
山
野
景
詩
歌
』
（
吉
田
元
俊
名
義
）
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
『
歌
林
雑
木
抄
晦
、
同
年
『
三
玉
和
歌
集
類
題
蜘
、
元
禄
　
三
年

（一

ｵ
〇
〇
）
『
三
体
詩
詳
解
』
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
『
新
勅
撰
和
歌
集
臨
と
い
っ
た
書
物
の
出
板
を
行
っ
て
い
る
。
元
俊
の
代
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
、
家
集
や
歌
学
書
な
ど
の
和
歌
関
連
書
と
と
も
に
、
一
七
世
紀
末
に
流
行
し
て
い
た
漢
詩
学
習
書
の
出
板
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
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四
　
院
雑
色
の
職
蒙
と
兼
業

　
吉
田
家
が
書
騨
活
動
を
行
う
と
と
も
に
勤
め
て
い
た
院
雑
色
は
、
田
田
・
原
田
・
賜
田
（
天
明
六
年
（
～
七
八
六
）
よ
り
二
家
）
・
吉
田
の
四
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
勤
め
る
朝
廷
の
役
職
で
あ
る
。
下
橋
敬
長
が
「
仙
洞
さ
ん
の
雑
色
と
思
し
召
し
て
は
い
け
ま
せ
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、
藤
原
氏
の
氏
院
で
あ

る
勧
学
院
の
雑
色
で
あ
り
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
大
社
に
お
け
る
春
B
祭
礼
に
際
し
て
、
氏
長
者
よ
り
の
奉
幣
調
進
と
神
馬
牽
き
を
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
る
の
が
主
な
役
職
で
あ
る
。
西
院
村
に
江
戸
時
代
初
頭
よ
り
四
歌
あ
わ
せ
て
三
石
の
知
行
を
有
し
て
お
り
、
禁
裏
上
御
倉
役
を
務
め
た
立
入

宗
政
の
記
録
に
よ
る
と
、
天
保
三
年
（
～
八
三
二
）
段
階
で
は
、
田
中
家
が
九
斗
、
残
り
三
家
（
座
職
別
家
は
記
載
な
し
）
が
七
福
ず
つ
の
知
行

　
　
　
　
　
⑫

を
持
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
院
雑
色
の
江
戸
時
代
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
院
雑
色
諸
家
伝
」
と
題
す
る
史
料
に
よ

り
、
そ
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
史
料
は
、
院
雑
色
寺
家
の
家
譜
と
、
天
保
期
に
院
雑
色
が
行
っ
た
仙
洞
の
雑
色
と
し
て
の
再
興
運
動

に
際
し
て
、
四
家
が
所
蔵
す
る
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
か
ら
天
保
期
ま
で
の
「
旧
例
井
願
書
控
書
」
な
ど
を
書
き
留
め
た
史
料
で
あ
る

（
掲
載
家
譜
と
「
地
下
家
伝
」
掲
載
家
譜
と
の
比
較
に
よ
り
、
天
保
五
年
一
一
月
～
天
保
六
年
九
月
の
間
の
作
成
と
類
推
で
き
る
）
。
例
え
ば
、
寛
永
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（～

Z
二
六
）
後
水
尾
院
の
二
条
行
幸
に
際
し
て
中
和
門
院
に
供
奉
し
た
記
録
が
載
る
が
、
同
時
代
の
公
家
の
日
記
「
職
忠
職
在
学
」
に
「
女

院
御
車
之
後
　
主
典
代
〈
六
位
右
大
息
安
倍
盛
勝
〉
、
庁
官
〈
紀
宗
査
〉
、
雑
色
〈
四
人
〉
各
左
右
供
奉
、
歩
行
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
引
用
さ
れ
て

い
る
古
文
書
の
内
容
は
同
時
代
史
料
で
も
確
認
が
で
き
、
そ
の
内
容
も
信
頼
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
り
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
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四
）
の
春
日
祭
よ
り
息
遣
奉
幣
の
調
進
を
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
春
日
祭
よ
り
神
馬
進
献
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
原
田
・
田
中
両
家
が

そ
れ
を
勤
め
た
こ
と
、
宝
暦
年
中
に
官
位
再
興
の
運
動
を
行
っ
た
こ
と
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
よ
り
田
中
・
原
田
両
家
が
奉
幣
方
、
座

田
・
吉
田
の
両
家
が
神
馬
方
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
に
仙
洞
の
雑
色
を
自
称
し
、
後
桜
町
院
の
葬
送
へ

の
供
奉
を
願
う
訴
願
を
行
っ
た
が
、
蔵
人
頭
よ
り
「
院
中
之
雑
色
二
而
ハ
な
く
、
全
く
氏
院
之
雑
色
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
さ
れ
却
下
さ

れ
た
こ
と
な
ど
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
院
雑
色
の
活
動
の
概
要
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
史
料
に
含
ま
れ
る
天
保
五
～
六
年
頃
に
書
か
れ
た
広
橋
家
雑
輩
小
泉
直
記
宛
の
上
申
書
の
な
か
で
、
院
雑
色
原
田
美
彦
が
説
明
す
る
よ
う

に
、
院
雑
色
は
、
春
日
祭
礼
の
役
を
務
め
る
以
外
は
「
唯
職
名
斗
相
唱
へ
知
行
而
已
頂
戴
仕
」
役
職
で
あ
っ
た
。
そ
の
知
行
も
四
家
あ
わ
せ
て

三
石
と
極
め
て
少
禄
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
、
仙
洞
の
雑
色
と
し
て
の
再
興
を
願
っ
て
は
い
る
が
、
「
御
下
行
等
之
儀
二
者
聯
相
拘
り
上
申
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
生
計
を
支
え
る
役
職
と
し
て
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
例
え
ば
、
吉
田
家
以
外
の
事
例
を
み
る
と
、
原
田
家
は
、
幕
末
期
の
群
羊
が
、
朝
廷
典
医
百
々
家
の
門
弟
と
し
て
名
前
が
み
え
る
医
師
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
座
田
家
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
内
裏
造
営
時
に
御
昼
御
殿
に
「
高
宗
夢
費
良
弼
図
」
を
画
い
た
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

田
重
星
が
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
祖
父
座
田
鰻
宣
も
、
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
よ
り
朝
廷
の
屏
風
画
御
用
を
勤
め
て
お
り
、
益
宣
の
息
子
重

増
（
中
務
毒
忌
）
と
維
親
（
大
隅
守
）
も
、
鶴
沢
探
索
門
下
の
絵
師
と
し
て
寛
政
度
内
裏
造
営
に
際
し
て
そ
れ
ぞ
れ
内
侍
所
に
四
季
花
鳥
と
芦
鶴

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
図
を
描
い
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ま
で
座
長
重
工
ら
は
上
賀
茂
社
氏
人
と
さ
れ
て
き
た
。
『
地
下
家
伝
』
掲
載
の
系
図
で
は
、
確
か
に
院
雑
色

座
田
家
と
、
朝
廷
で
右
隆
昌
も
勤
め
る
上
賀
茂
社
長
人
座
田
家
の
祖
は
同
じ
人
物
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
賀
茂
社
の
史
料
に
、
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

雑
色
座
田
家
の
人
物
は
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
院
雑
色
座
上
両
家
と
上
賀
茂
社
氏
人
座
田
家
と
は
別
家
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
座
田
厳
親
は
、
寛
政
度
御
所
障
壁
画
作
成
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
に
、
「
職
掌
二
藍
春
日
祭
参
向
」
の
た
め
京
都
を
離
れ
て
お
り
、

画
業
と
院
雑
色
と
し
て
の
職
務
を
並
行
し
て
勤
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
御
所
造
営
時
の
障
壁
画
担
当
絵
師
の
選
定
に
際
し
て
、
地
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

官
人
が
優
遇
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
座
田
家
に
と
っ
て
、
院
雑
色
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
絵
師
と
し
て
の
活
動
に
も
大
き
な
影
響
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を
与
え
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
同
様
に
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
の
刊
行
書
難
吉
田
四
郎
右
衛
門
も
、
朝
廷
の
地
下
役
人
で
あ
る
院
雑
色
と
い
う
側
面
も
有
し
な
が
ら
、
同
時
に

書
騨
と
し
て
の
活
動
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
書
騨
と
し
て
の
活
動
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
院
雑
色
と
い
う
、
名
ば

か
り
で
は
あ
る
が
朝
廷
の
役
を
勤
め
る
家
と
し
て
朝
廷
関
係
者
と
の
繋
が
り
を
持
ち
え
た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
飯
倉
洋

一
氏
は
、
朝
廷
周
縁
社
会
に
存
在
し
て
い
た
非
蔵
人
や
地
下
官
人
の
文
事
活
動
に
注
目
し
て
、
彼
ら
を
堂
上
公
家
と
地
下
の
文
入
と
を
リ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
藤
實
久
美
子
氏
は
萱
葺
出
雲
寺
時
元
の
活
動
に
注
目
し
て
、
朝
廷
周
辺
で
広
ま
っ
て
い
た
知
を
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

階
層
に
開
放
す
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
院
雑
色
で
あ
る
書
難
吉
田
四
郎
右
衛
門
も
、
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と

い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
書
論
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
素
性
と
そ
の
活
動
を
み
て
い
く
と
、
近
衛
信
サ
の
近
江
八
景
歌
や
、
当
時
の
朝
廷
文
人
た
ち
と
も
交

流
の
深
か
っ
た
玉
質
宗
論
の
近
江
八
景
詩
が
『
扶
桑
名
勝
詩
集
㎏
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
も
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。
朝
廷
や
そ
の
周
辺
の
文
化
圏

に
お
い
て
広
ま
っ
て
い
た
作
品
を
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
が
零
本
各
地
の
景
物
を
集
め
た
詩
歌
集
と
い
う
形
で
ま
と
め
て
刊
行
し
た
こ
と
で
、

『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
は
後
世
へ
の
影
響
力
を
持
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
に
お
い
て
、
「
朴
長
老
」
こ
と
玉
質
量
撲
の
詩

が
、
近
江
八
景
詩
と
し
て
は
先
頭
に
載
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
こ
れ
以
後
、
林
羅
山
や
深
草
元
政
と
い
っ
た
一
七
世
紀
を
代
表
す
る
文
人
で

は
な
く
、
彼
ら
に
比
べ
れ
ば
知
名
度
の
低
い
宗
僕
の
詩
が
、
近
江
八
景
詩
と
し
て
流
布
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
次
章
で
は
、
近
江
八

景
詩
歌
の
種
々
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
展
開
、
特
に
、
日
用
教
養
書
に
お
け
る
展
開
を
検
討
し
て
い
く
。

①
『
扶
桑
名
勝
詩
集
㎞
上
之
一
巻
《
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
四
1
0
二
／
フ
／

　
五
）
》
。

②
「
八
景
詩
歌
三
十
六
人
歌
合
等
」
（
三
潴
題
「
数
量
和
歌
駄
）
《
国
立
歴
史
民
俗
博

　
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
（
H
l
六
〇
〇
1
三
四
五
／
ふ
函
九
五
）
》
。

③
前
掲
一
章
注
⑪
〔
自
讃
寄
等
歌
書
〕
。

④
井
上
敏
幸
凝
高
良
山
十
崇
詩
歌
』
の
反
響
」
（
欄
雅
俗
㎞
第
三
号
、
雅
俗
の
会
、

　
　
九
九
詣
ハ
年
）
　
二
四
習
貝
。

⑤
井
上
泰
至
「
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
（
井
上
宗
雄
他
編
『
日
本
古
典
籍
誉
誌
学
辞

　
典
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
。

⑥
宗
政
五
十
緒
「
吉
田
四
郎
右
衛
門
扁
（
宗
政
門
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
撫
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近江入景詩歌の伝播と受容（鍛治）

　
同
朋
舎
繊
版
、
一
九
八
二
年
　
初
出
一
九
八
一
年
）
。

⑦
『
古
今
集
真
名
字
解
』
下
二
巻
《
慶
懲
義
塾
雁
書
館
（
＝
三
／
五
四
／
四
）
　

　
Ω
o
畠
δ
ブ
ッ
ク
ス
参
照
（
以
下
、
同
館
所
蔵
史
料
は
す
べ
て
同
じ
）
》
。

⑧
井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
（
日
本
書
誌
学
大
系
七
六
）
青

　
裳
堂
轡
店
、
一
九
九
八
年
　
七
九
四
頁
。

⑨
　
『
京
羽
二
重
大
全
㎏
巻
三
〈
洛
下
橘
麗
治
右
衛
門
刊
〉
《
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
図
書
館
頴
原
文
庫
（
V
h
／
八
）
》
。

⑩
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
板
噸
明
和
新
派
京
羽
二
重
大
全
協
《
早
稲
田
大
学
図

　
書
館
（
ル
四
／
三
七
七
一
二
）
　
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
…

　
ス
」
参
照
（
以
下
、
同
館
所
蔵
史
料
は
す
べ
て
同
じ
）
》
。
天
明
四
年
（
一
七
八

　
四
）
板
『
天
明
新
増
京
羽
二
重
大
全
㎞
《
早
稲
田
大
学
図
書
館
（
ル
四
／
〇
三
七

　
七
四
）
》
。
文
化
八
年
（
　
八
二
）
板
『
文
化
増
補
京
羽
二
重
大
全
㎞
《
立
命
館

　
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
a
r
c
B
K
O
四
／
○
〇
一
四
）
一
岡
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
書
籍
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」
参
照
》
。

⑪
　
噸
紫
式
部
日
記
傍
註
㎞
下
巻
《
慶
懸
義
塾
図
書
館
（
一
〇
五
／
七
七
／
二
）
》
。

⑫
「
御
出
入
商
人
中
所
附
」
《
虎
屋
文
庫
所
蔵
虎
屋
黒
川
家
文
書
（
三
号
）
　
同
志

　
社
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
参
照
》
。

⑬
彌
吉
光
長
「
風
月
庄
左
衛
門
「
日
暦
」
」
（
彌
吉
『
彌
吉
光
長
著
作
集
㎏
第
三
巻
、

　
県
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
○
年
　
初
繊
一
九
七
三
年
）
。

⑭
明
隔
箕
記
』
第
二
巻
、
鹿
苑
寺
、
一
九
五
九
年
二
二
一
－
三
二
頁
σ

⑮
佐
竹
朋
子
コ
入
世
紀
公
家
社
会
に
お
け
る
学
問
と
家
業
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

　
第
二
三
五
号
、
大
阪
歴
史
学
会
、
二
〇
～
二
年
）
。

⑯
「
済
帳
標
目
」
（
宗
政
五
十
緒
・
朝
倉
治
彦
編
『
京
都
書
林
行
事
上
組
済
帳
標

　
目
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
年
）
二
六
〇
頁
。

⑰
市
古
夏
生
「
書
物
の
出
版
」
（
市
古
『
近
世
初
期
文
学
と
嵐
版
文
化
㎞
若
草
書

　
房
、
　
～
九
九
八
年
　
初
出
一
九
九
三
年
）
。

⑱
㎎
黄
葉
和
歌
集
』
《
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
（
六
／
二
…
二
／
～
二
五
三
）
　

　
国
文
研
サ
イ
ト
参
照
》
。

⑲
「
重
板
三
板
出
入
済
帳
」
収
録
「
御
尋
二
付
口
上
書
覚
扁
〈
慶
応
三
年
（
一
八
六

　
七
）
五
月
一
四
日
〉
（
宗
政
五
十
緒
・
朝
倉
治
彦
編
『
京
都
書
林
仲
呂
記
録
京
都

　
書
林
行
事
重
板
類
板
出
入
碧
羅
』
ゆ
ま
に
書
誌
、
一
九
七
七
年
）
六
六
四
～
六

　
六
六
頁
。

⑳
上
野
洋
三
門
堂
上
と
地
下
」
（
上
野
『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
匝
岩
波
書
店
、

　
二
〇
〇
三
年
　
初
出
一
九
八
五
年
）
。
前
掲
は
じ
め
に
注
⑪
拙
稿
。

⑳
　
前
掲
一
章
注
⑧
川
平
論
文
。

⑳
　
「
乍
郡
口
上
書
」
〈
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
〉
（
岸
雅
裕
編
『
京
都
書
林
仲
間
資

　
料
』
岸
雅
裕
、
一
九
八
一
年
）
一
〇
～
一
一
頁
。

⑳
　
門
済
帳
標
目
扁
（
宗
政
五
十
緒
・
朝
倉
治
彦
編
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
京
都
書

　
林
行
事
上
組
済
帳
無
医
臨
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
年
）
五
二
九
頁
。
「
裁
配

　
帳
」
第
四
冊
く
天
保
六
年
（
～
八
三
五
）
四
月
＝
二
日
V
（
『
大
坂
本
屋
仲
間
記

　
録
㎏
第
九
巻
、
大
阪
府
立
申
之
島
図
轡
館
、
一
九
八
二
年
）
三
七
一
～
三
七
工
頁
。

⑳
　
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
巻
之
下
貼
付
〔
奉
納
記
〕
《
住
吉
大
社
御
文
庫
（
五
三
－
五

　
二
）
》
。

㊧
　
『
禁
秘
紗
幅
巻
下
貼
付
〔
奉
納
記
〕
《
住
吉
大
社
御
文
庫
（
＝
一
一
～
）
》
。

⑳
前
掲
注
⑨
『
京
羽
黒
重
大
全
』
巻
一
。

⑳
　
「
地
下
家
伝
」
巻
二
〇
（
正
宗
敦
夫
編
㎎
地
下
家
伝
瞳
中
巻
、
自
治
日
報
社
、

　
一
九
六
八
年
）
一
一
〇
〇
～
一
一
〇
一
頁
。

⑳
　
鯛
令
義
解
㎞
雪
面
貼
付
〔
奉
納
記
〕
《
住
吉
大
社
御
文
庫
（
一
〇
一
一
四
）
》
。

⑲
　
上
野
洋
三
門
詩
の
流
行
と
俳
譜
」
（
上
野
欄
芭
蕉
論
睡
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六

　
年
　
初
渇
一
九
七
三
年
）
。

⑳
下
橋
敬
長
騨
幕
宋
の
宮
廷
㎞
（
東
洋
文
庫
三
五
三
）
平
凡
社
、
一
九
七
九
年

　
初
出
一
九
ニ
ニ
年
　
二
〇
八
頁
。

⑳
　
西
村
慎
太
郎
「
近
世
地
下
官
人
と
収
入
」
（
西
村
『
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官

　
人
㎞
吉
辮
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
　
初
繊
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
三
・
一
〇
八
・
一
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一
八
・
＝
＝
一
頁
。

⑳
　
「
山
城
国
葛
野
郡
西
院
村
御
高
入
組
御
厳
帳
　
写
」
《
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
図
書
館
（
国
史
／
し
五
／
八
九
）
》
。

⑳
　
「
院
雑
色
諸
家
伝
」
《
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
（
国
史
／
か
六
／

　
四
）
》
。

⑭
　
「
職
忠
職
藩
邸
」
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
九
月
六
日
条
（
黒
川
春
村
編
噸
歴

　
代
残
閾
日
記
』
第
二
八
冊
、
臨
川
書
膚
、
一
九
九
〇
年
）
～
七
九
頁
。

⑯
　
「
受
業
生
名
籍
」
（
京
都
府
医
師
会
医
学
史
編
纂
職
蜂
剛
京
都
の
医
学
史
』
資
料

　
篇
、
京
都
府
医
師
会
、
一
九
八
O
年
）
三
八
七
頁
。

⑳
　
京
都
国
立
博
物
館
・
宮
内
庁
京
都
事
務
所
・
京
都
新
聞
社
編
『
京
都
御
所
障
壁

　
画
隔
京
都
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
。

⑳
　
「
禁
中
御
用
絵
師
任
単
願
」
（
武
田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
・
鎌
田
純
子
編
『
近
世

　
御
用
絵
師
の
史
的
研
究
臨
思
念
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
二
四
賜
頁
。

⑳
　
「
造
内
裏
御
指
図
御
用
記
偏
（
箭
掲
注
⑰
糊
近
世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究
臨
）
三

　
八
九
頁
。

⑲
　
「
郷
造
営
記
」
〈
柴
野
栗
慮
、
寛
政
工
年
（
～
七
九
〇
）
餓
〉
《
早
稲
田
大
学
図

　
書
館
（
ワ
三
／
七
六
二
／
二
）
》
。

⑳
　
寺
田
貞
次
明
京
都
名
家
墳
墓
録
隔
由
本
文
華
堂
、
～
九
一
ご
一
年
。
『
京
都
市
姓

　
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
㎞
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
。
武
田
庸
二
郎
「
寛
政
度
禁
裏

　
御
所
造
営
に
お
け
る
絵
師
の
選
定
に
つ
い
て
扁
（
前
掲
注
⑳
『
近
世
御
用
絵
師
の

　
史
的
研
究
h
）
九
四
頁
。

㊨
）
「
勘
使
所
勤
仕
之
伝
」
《
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
賀
茂
別
雷
神
社
座
田
家
文
書

　
（
六
三
〇
号
と
国
学
院
大
学
圏
書
館
編
課
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
］
賀
茂
別
雷

　
神
社
座
田
家
文
目
紬
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
》
。

⑫
　
前
掲
注
趣
「
今
内
裏
御
指
図
御
用
記
」
二
八
八
頁
。

⑬
福
田
道
宏
「
寛
政
度
内
裏
造
営
に
お
け
る
障
壁
藤
担
当
絵
師
の
選
抜
過
程
と
そ

　
こ
に
見
ら
れ
る
意
図
の
研
究
」
（
欄
鹿
島
美
術
研
究
年
報
㎞
第
一
九
号
朋
冊
、
鹿

　
島
美
術
財
団
、
二
〇
〇
二
年
）
。

⑭
飯
倉
洋
　
「
本
居
宣
長
と
妙
法
院
宮
」
（
㎎
江
戸
文
学
㎞
第
ご
宵
写
、
ぺ
り
か
ん

　
社
、
一
九
九
四
年
〉
。
飯
倉
洋
一
「
妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
扁
（
高
田
衛
編
『
論
集
近
世

　
文
学
匝
第
五
巻
、
勉
翼
翼
、
～
九
九
四
年
）
。
飯
倉
洋
一
「
濫
膓
期
絵
本
読
本
に

　
お
け
る
公
家
・
地
下
官
人
の
序
文
」
（
隅
江
戸
文
学
㎏
第
四
〇
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、

　
二
〇
〇
九
年
）
。

⑮
藤
實
久
美
子
「
書
難
乱
雲
寺
家
の
創
業
と
そ
の
活
動
」
（
前
掲
は
じ
め
に
注
⑧

　
藤
實
著
書
　
初
出
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
二
年
）
。
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第
三
章
　
刊
本
に
お
け
る
近
江
八
景
詩
歌
の
伝
播

欄
扶
桑
名
勝
詩
集
臨
を
介
し
た
伝
播

　
先
述
し
た
よ
う
に
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
は
漢
詩
関
連
書
の
出
板
流
行
と
い
う
動
向
の
な
か
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

向
は
、
在
村
に
お
い
て
村
落
知
識
人
が
漢
詩
サ
ー
ク
ル
を
形
成
す
る
よ
う
な
動
向
と
一
体
と
な
っ
て
進
展
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
『
扶
桑
名
勝



近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治）

詩
集
隔
も
そ
の
な
か
で
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
実
際
、
学
者
や
村
落
知
識
人
層
の
蔵
書
の
な
か
に
同
書
の
名
前
を
み
い
だ
す
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
き
る
。
例
え
ば
若
狭
国
三
方
郡
世
久
見
浦
の
枝
村
食
見
（
現
福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
食
見
）
で
製
塩
業
を
営
ん
で
い
た
桜
井
市
兵
衛
家
が
、

延
享
四
年
（
～
七
四
七
）
に
摂
津
の
僧
春
潮
房
の
借
財
を
肩
代
わ
り
し
て
引
き
取
っ
た
書
物
の
な
か
に
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
全
四
冊
が
含
ま
れ

　
　
③

て
い
る
。
ま
た
太
宰
府
天
満
宮
の
御
文
庫
に
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
長
崎
内
申
町
の
中
島
六
郎
右
衛
門
次
男
甚
蔵
よ
り
『
扶
桑
名
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

詩
集
』
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
が
武
蔵
の
国
学
者
小
山
田
与
清
の
水
戸
徳
川
斉
昭
へ
の
蔵
書
献
納
記
録
や
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

河
の
国
学
者
村
上
忠
順
の
図
書
購
入
記
録
に
も
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
輪
が
載
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
実
際
の
蔵
書
の
事
例
で
な
く
て
も
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
の
広
ま
り
を
確
認
で
き
る
事
例
は
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
章
で

取
り
あ
げ
た
地
下
歌
人
源
揚
卸
編
「
数
量
和
歌
集
」
で
は
、
「
扶
桑
名
勝
詩
集
日
」
と
い
っ
た
形
で
注
記
が
な
さ
れ
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
励
を
中

院
通
茂
編
「
三
冬
集
」
な
ど
の
写
本
歌
書
の
校
訂
本
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
ま
た
宝
永
七
年
（
～
七
一
〇
）
八
月
の
序
文
を
も
つ
植
田
下
省
編

　
　
　
　
　
⑦

『
兵
庫
名
所
記
』
で
は
、
「
扶
桑
名
勝
詩
集
勢
多
ル
」
と
し
て
、
兵
庫
十
哲
・
須
磨
浦
十
景
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
の

名
前
を
明
記
し
て
い
な
い
書
物
に
も
、
そ
の
内
容
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
、
五
老
井
許
六
が
編
纂
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
芭
蕉
門
の
俳
文
集
『
風
俗
文
選
』
収
録
の
暗
闘
「
湖
水
賦
」
に
は
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
掲
載
の
近
衛
政
家
近
江
八
景
選
定
説
が
載
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
近
江
の
地
誌
と
し
て
著
名
な
「
近
江
輿
地
志
略
」
〈
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
成
立
、
寒
川
辰
清
編
〉
に
も
、
近
江
八
景
近
衛
政
家
選
定
説
や

『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
掲
載
の
漢
詩
が
多
数
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
員
原
益
軒
の
『
倭
漢
名
数
瞬
に
お
い
て
、
噌
扶
桑
名
勝
詩
集
隔
刊
行
二
年
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
板
で
は
、
近
江
八
景
の
記
事
は
比
良
暮
雪
以
下
の
八
景
勝
の
名
前
を
載
せ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
『
扶
桑
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

勝
詩
集
幅
刊
行
後
の
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
増
補
板
に
お
い
て
は
、
八
景
選
定
者
と
し
て
近
衛
政
家
の
名
前
を
載
せ
て
い
る
の
も
、
『
扶
桑
名

勝
詩
集
蜘
の
影
響
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
雅
文
芸
に
と
ど
ま
ら
ず
、
俳
真
書
な
ど
の
俗
文
芸
や
、
さ
ら
に
は
地
誌
類
な
ど
に
も
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
の
受
容
を
確
認
で
き

る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
以
降
流
布
す
る
近
江
八
景
詩
は
、
玉
器
宗
撲
の
家
集
「
紅
皿
集
」
収
載
の
も
の
で
は
な
く
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
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掲
載
の
も
の
で
あ
る
。
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
を
引
用
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り
明
記
し
て
い
な
い
も
の
に
も
、
引
用
・
孫
引
き
が
行
わ
れ
て
、
そ

の
知
が
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
群
の
書
物
を
知
識
人
層
が
受
容
し
、
彼
ら
が
新
た
に
産
み
出
す
書
物
に
も
そ
の
内
容
が
転
記
さ
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
読
者
た
ち
に
も
射
程
を
広
げ
て
、
書
物
知
が
伝
播
し
て
い
く
と
い
う
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
書
物
知
の
流
通
構
造
が

こ
こ
に
う
か
が
え
よ
う
。
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二
　
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
伝
播

　
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
中
後
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
近
江
八
景
に
関
す
る
知
識
が
広
が
る
こ
と
は
、

す
で
に
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
誌
類
や
、
名
所
図
会
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
、
浮
世
絵
、
さ
ら
に
は
、
着
物
や
工
芸

品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
近
江
八
景
を
題
材
と
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
近
江
八
景
が
語
ら
れ
る
際
に
、

近
江
八
景
詩
歌
、
す
な
わ
ち
信
サ
近
江
八
景
歌
と
書
誌
近
江
八
景
詩
が
付
随
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　
例
え
ば
近
江
八
景
を
描
く
絵
画
作
品
は
、
詐
言
や
屏
風
画
、
絵
巻
作
品
と
し
て
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
浮
世
絵
の
世
界
で
も
、
名
所
図
の

流
行
の
な
か
で
、
近
江
八
景
を
題
材
と
し
た
作
品
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
重
三
氏
は
、
歌
川
広
重
の
近
江
八
景
図
を
二
四
種
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
八
作
品
に
近
江
八
景
歌
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
氏
紹
介
作
品
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
天
保
初
期
の
広
重
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

作
品
や
、
一
八
世
紀
後
半
の
勝
川
春
章
の
作
品
の
よ
う
に
、
近
江
八
景
詩
が
添
え
ら
れ
た
浮
世
絵
も
存
在
し
て
い
る
。
浮
世
絵
の
よ
う
な
多
色

摺
で
は
な
く
、
単
色
の
簡
易
な
一
枚
刷
り
の
近
江
八
景
図
も
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
多
く
摺
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
作
品
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
近
江
八
景
歌
や
近
江
八
景
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
ま
た
演
劇
の
世
界
で
も
近
江
八
景
を
題
材
と
し
た
作
品
は
多
く
あ
り
、
例
え
ば
延
享
二
年
目
一
七
四
五
）
に
大
坂
豊
竹
座
で
初
演
が
あ
っ
た

　
か
ら
う
た
お
う
み
は
つ
け
い

『
詩
近
江
八
景
隔
と
い
う
作
品
は
、
初
段
が
石
山
の
秋
の
月
、
第
二
段
が
辛
崎
の
夜
の
雨
と
い
う
具
合
に
、
近
江
八
景
が
各
段
の
演
目
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
う
か
ん
し
ゅ
じ
ウ
く
　
　
は
く
と
う
　
　
　
　
　
し
ん
く
か
く
せ
ん
　
　
　
　
　
い
く
た
び
　
　
ふ
う
は
ん

っ
て
い
る
。
例
え
ば
第
五
段
矢
橋
の
帰
帆
の
冒
頭
は
、
「
釣
竿
手
熟
す
白
頭
の
翁
、
辛
苦
客
船
西
又
東
幾
度
の
風
帆
帰
り
去
、
湖
水
の
波
風



…
…
」
と
始
ま
っ
て
お
り
、
宗
僕
「
矢
橋
帰
帆
」
の
「
釣
竿
手
漉
白
頭
翁
辛
苦
客
船
西
又
東
幾
度
風
帆
帰
去
後
呂
公
栄
達
一
盃
申
」
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

用
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
近
江
八
景
詩
の
引
用
か
ら
各
段
目
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
工
芸
品
の
世
界
に
も
近
江
八
景
詩
歌
は
広
が
っ
て
お
り
、
京
狩
野
家
九
代
目
の
狩
野
難
語
が
下
絵
を
画
き
、
清
の
陶
工
が
嘉
慶
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

年
（
　
八
＝
二
）
に
制
作
し
た
と
い
う
「
青
花
琵
琶
湖
八
景
図
敷
瓦
」
は
、
現
在
、
北
京
の
恭
王
府
博
物
館
や
大
津
市
歴
史
博
物
館
な
ど
が
所

蔵
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
側
面
に
は
、
「
湖
面
朦
朧
画
不
成
…
…
」
と
翠
雲
近
江
八
景
詩
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
作
品
に
近
江
八
景
の
伝
播
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
多
く
に
信
舜
の
和
歌
と
宗
撲
の
漢
詩
が
添

え
ら
れ
て
お
り
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
名
所
と
し
て
の
性
格
を
強
調
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
次
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
近
江
八
景
と
い
う
知

を
社
会
に
広
め
る
回
路
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
し
て
B
用
教
養
書
の
附
録
記
事
に
注
署
し
て
検
討
を
加
え
る
。

三
　
日
用
教
養
書
と
近
江
八
景

近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治〉

　
「
は
じ
め
に
」
で
先
述
し
た
よ
う
に
筆
者
は
、
往
来
物
や
節
用
集
と
い
っ
た
書
物
に
つ
い
て
、
本
文
よ
り
前
に
あ
る
前
付
や
、
本
文
と
同
じ

紙
面
の
上
欄
に
あ
る
頭
書
な
ど
に
附
録
記
事
を
含
む
こ
と
が
多
く
、
本
を
数
冊
し
か
持
た
な
い
よ
う
な
家
庭
に
も
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

広
く
社
会
一
般
に
日
用
知
識
、
教
養
知
識
を
伝
え
る
性
質
を
持
つ
書
物
と
し
て
、
日
用
教
養
書
と
名
付
け
注
目
し
て
い
る
。
す
で
に
先
行
研
究

で
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
近
江
八
景
は
日
用
教
養
書
の
世
界
に
も
展
開
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
享
保
一
八
年
（
　
七
三
三
）
刊
の
長
谷
川
妙
躰
書
の
女
筆
手
本
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
『
さ
し
も
く
さ
隔
収
録
の
戸
田
儀
左
衛
門
の
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

筆
手
本
「
近
江
八
景
の
文
」
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
刊
の
往
来
物
『
万
宝
字
尽
女
用
続
文
章
』
収
録
の
駐
留
山
桃
面
作
「
近
江
八
景
」
な
ど
、

近
江
八
景
を
美
文
調
で
説
明
し
た
文
章
を
手
習
い
の
手
本
と
し
て
載
せ
る
往
来
物
が
数
種
類
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
華
年
未
詳
で
あ
る
が
、

江
戸
の
山
崎
金
兵
衛
が
刊
行
し
た
長
雄
流
石
摺
手
本
、
同
じ
く
刊
年
未
詳
で
江
戸
の
江
戸
屋
庄
兵
衛
が
刊
行
し
た
江
戸
後
期
の
書
家
芝
学
堂
に

　
　
　
⑳

よ
る
手
本
の
よ
う
に
、
近
江
八
景
詩
歌
自
体
を
手
本
と
し
て
載
せ
る
手
習
用
往
来
物
も
存
在
し
て
お
り
、
往
来
物
の
世
界
に
お
け
る
近
江
八
景

23　（273）



φ

表
　
日
嗣
教
養
書
に
お
け
る
近
江
八
景
記
事

恥
1

誉
　
　
　
　
名

刊
　
年

西
暦

板
　
　
　
　
　
　
元

場
所

歌

詩

図

万
民
調
室
記

元
禄
5

一
〇
縄

大
坂
灰
崖
孫
兵
衛
他
－
嘗
難
、
江
芦
本
巖
清
兵
衛

本
文

○

○

○

2

大
宝
和
漢
朗
詠
集

正
徳
2

嵩
お

京
都
中
川
茂
兵
衛

頭
書

○

○

○

3

女
源
氏
教
訓
鑑

正
徳
3

一
刈
一
G
o

江
戸
須
原
麗
茂
兵
衛
、
大
坂
大
野
木
市
兵
衛

前
付

○

4

合
類
絵
抄
万
宝
御
成
敗
式
目

正
徳
3

H
謡
ω

大
坂
吉
文
字
屋
市
兵
衛

頭
書

○

○

○

5

蕉
徳
5
※

一
八
0

京
都
荒
川
三
郎
兵
衛
他
1
誉
騨
　
※
原
板
は
宝
永
4

頭
書

○

○

○

6

童
習
教
訓
万
福
往
来

享
保
1
2

｝
認
刈

京
都
菊
屋
七
郎
兵
衛

頭
書

○

○

○

7

一
代
誉
用
筆
林
宝
鑑

享
保
1
5

一
お
O

京
都
植
村
藤
次
郎
、
江
芦
植
村
藤
三
郎
、
大
坂
植
村
藤
三
郎

頭
書
本
文

○

○

○

8

新
二
大
成
大
大
節
朋
集
万
字
海

宝
暦
7

寄
㎝
日

京
都
門
閥
作
右
衛
門
他
5
軍
門

前
付

○

○

○

9

新
撰
翔
文
章
宝
玉
袋

宝
謄
1
2

嵩
爵

大
坂
堺
屋
清
兵
衛
他
－
災
難

前
付

○

○

○

10

女
小
学
教
艸

宝
謄
1
3

一
♂
ω

大
坂
敦
賀
屋
九
兵
衛

前
付

○

○

11

女
庭
訓
御
所
文
庫

明
和
4

寄
9
京
都
菊
屋
七
郎
兵
衛

前
付

○

○

1
2
1
3

婦
人
宝
箱
雑
用
文
千
歳
姫
松

安
永
5

回
ミ
Φ

江
…
μ
西
村
屋
与
八

頭
書

○

○

揚
玉
古
状
揃
宝
蔵

安
永
9

嵩
○
O
O

江
戸
鶴
糊
置
右
衛
門

頭
瞥

○

○

14

万
代
節
用
字
林
宝
蔵

天
明
2

寄
o
Q
卜
⊃

京
都
梅
村
市
兵
衛
他
4
書
卓

前
付

○

○

○

15

警
札
往
来
文
林
節
用
筆
海
大
全

天
明
7

ミ
○
◎
刈

江
戸
須
原
鷹
茂
兵
衛
、
大
坂
大
野
木
市
兵
衛

頭
書

○

○

○

16

新
童
子
往
来
万
宝
大
全

寛
政
4

一
δ
b
の

大
坂
敦
賀
歴
九
兵
衛
他
2
革
質

本
文

○

○

17

女
今
川
状
百
人
｝
首
女
手
翌
状
女
教
小
倉
魚
紙

寛
政
5

一
謬
ω

江
戸
須
原
屋
伊
八

前
付

○

○

18

万
海
用
文
無
尽
宝
蔵

寛
政
6
※

H
刈
逡

京
都
［
　
〕
　
※
原
板
は
天
明
2

前
付

○

○

○

19

頭
轡
絵
入
源
氏
名
寄
文
章

寛
政
7

H
お
切

江
戸
花
屋
久
治
郎

口
絵

○

女
國
つ
く
し

寛
政
1
2

一
〇
〇
〇
〇

江
戸
吉
文
（
吉
田
屋
文
三
郎
）

頭
書

2
0
2
1

名
物
往
来
文
宝
蔵

江
戸
申
期

江
戸
村
田
治
郎
兵
衛

前
付

○

○

22

御
家
置
弟
・
玄
海
堂
書
連
玉
用
文
筆
法
蔵

江
戸
中
期

1
一
明
和
7
版
か

頭
書

○

○

○
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23

大
勇
古
墨
揃

文
化
3

一
〇
◎
8

江
戸
鶴
屋
喜
霊
徳
門

頭
書

○

○

24

二
葉
百
人
～
胃
角
宝
大
全

文
化
8

一
〇
〇
一
｝

大
坂
柏
原
屋
清
右
衛
門
他
1
書
難
、
京
都
菊
屋
喜
兵
衛
他
2
書
難
、
尾
張
永
楽
屡
束
四
郎
、
江
戸
鶴
屋
重
三
郎

後
付

○

○

25

錦
森
百
人
～
首
万
寿
鑑

文
化
1
4

H
O
o
嵩
江
戸
森
屋
治
兵
衛

附
録

○

○

26

御
家
諸
状
購
文
章

文
政
1
3

一
Q
o
G
Q
O

江
戸
西
村
宗
常
盤
2
書
雛

頭
書

○

○

○

27

永
代
節
用
無
尽
蔵

天
保
2

一
。
◎
も
◎
一

江
戸
須
原
鷹
茂
兵
衛
、
京
都
風
月
荘
左
衛
門
他
9
書
騨

前
付

○

○

○

28

児
女
重
宝
源
氏
物
語
絵
尽
大
意
抄

天
保
8

｝
O
Q
ω
刈

江
戸
和
泉
騰
市
兵
衛

口
絵

○

○

29

百
人
一
首
女
訓
抄

嘉
永
1

一
〇
Q
鼻
O
Q

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
他
3
書
難
、
伊
勢
山
三
焦
伝
右
衛
門
、
京
都
吉
野
屋
仁
兵
衛
、
名
古
屡
永
楽
屡
東
四
郎
他
2
書
煕
、
大
坂
河
内
麗
喜
兵
衛

前
付

○

○

30

改
正
新
版
初
学
古
状
揃
万
宝
蔵

嘉
永
1

一
Q
O
心
Q
Q

江
戸
山
城
屋
佐
兵
衛

頭
書

○

○

○

31

春
玉
百
骸
～
首
姫
文
庫

嘉
永
4

一
Q
o
鐸

江
戸
山
本
平
吉

前
付

○

32

頭
書
女
大
学
玉
文
庫

嘉
永
4

一
G
。
曾

大
阪
播
磨
屡
理
助
、
江
戸
磯
崎
麗
清
七
他
2
書
騨

頭
書

○

○

33

嘉
永
改
正
童
子
早
学
問

嘉
永
4

同
G
o
曾

江
戸
山
本
平
吉

頭
書

34

断
撰
大
全
童
子
往
来
百
家
通

嘉
永
5
※

｝
o
Q
認 江

戸
須
原
屋
茂
兵
衛
、
京
都
銭
屋
惣
四
郎
、
大
坂
敦
賀
屋
九
兵
衛
他
3
書
騨
※
原
板
は
天
保
8

本
文

○

○

35

安
政
用
文
章

安
政
4

一
G
◎
鵯

江
戸
井
上
墨
筆
蔵
板

頭
書

○

○

○

36

江
戸
大
節
用
海
内
蔵

文
久
3

一
Q
O
①
ω

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
他
9
轡
難
、
京
都
出
雲
寺
文
治
郎
他
1
轡
雛
、
大
坂
河
内
麗
喜
兵
衛
他
3
書
騨
、
名
古
屋
永
楽
屋
來
四
郎

頭
書

○

○

○

37

錦
森
穀
導
爆
泰
商
売
往
来

元
治
2

一
〇
。
①
切

江
戸
森
屋
治
兵
衛

頭
書

○

○

○

38

皇
国
算
用
四
宝
箱

明
治
1

｝
○
○
①
○
○

東
京
若
林
喜
兵
衛

頭
書

○

○

39

頭
書
絵
入
楠
正
成
教
訓
之
書

未
詳

一

頭
書

○

○

40

永
操
百
獣
一
首

未
詳

1

前
付

○

41

女
年
中
文
案
詞

未
詳

1

頭
書

○

○

42

紅
葉
百
人
一
首
姫
鏡

未
詳

江
戸
和
泉
崖
市
兵
衛

頭
書

○

○

43

今
様
百
人
～
首
吾
妻
錦

未
詳

名
古
屋
永
楽
屡
東
四
郎

後
付

○

○

44

文
武
宝
林
古
状
大
成

未
詳

江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛

頭
書

○

○

45

海
内
一
般
女
童
用
文
章

未
詳

一

頭
書

○

○
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の
広
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
、
直
接
近
江
八
景
を
主
題
と
す
る
書
物
以
外
に
も
、
近
江
八
景
と
い
う
知
識
の
普
及
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
し
て
、
日
用
教
養
書
の
附
録
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
近
江
八
景
関
係
記
事
に
注
目
す
る
。

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
表
は
、
各
種
目
録
や
往
来
物
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
み
い
だ
し
た
近
江
八
景
の
記
事
を
載
せ
る
日
用
教
養
書
の
う
ち
、
筆
者
が
現

物
、
ま
た
は
写
真
版
や
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
一
覧
で
あ
る
。
た
だ
し
同
じ
書
名
で
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
一
点
し
か

名
前
を
挙
げ
て
い
な
い
。
例
え
ば
！
5
番
『
書
札
往
来
　
文
林
節
用
筆
海
大
全
螂
は
、
享
保
二
年
目
～
七
一
七
V
に
江
戸
の
須
原
茂
兵
衛
と
大
坂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
野
木
市
兵
衛
か
ら
遠
田
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
享
保
四
年
、
同
一
八
年
、
延
享
四
年
（
　
七
四
七
）
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
｝
）
、
天
明
七

年
（
一
七
八
七
）
、
寛
政
＝
年
（
一
七
九
九
）
、
文
政
元
年
（
一
八
　
八
）
と
後
刷
、
か
ぶ
せ
ぼ
り
、
薫
習
が
繰
り
返
さ
れ
た
往
来
物
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
う
ち
天
明
七
年
以
降
の
三
板
の
前
付
に
、
「
近
江
八
景
詩
歌
」
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
3
8
番
『
皇
国
主
用
文
宝
箱
』

と
4
5
番
『
海
内
一
般
女
童
用
文
章
』
は
、
内
容
を
全
く
同
じ
く
す
る
改
題
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
用
教
養
書
は
記
事
の
増
補
な
ど
も
伴
い

な
が
ら
、
何
度
も
再
刊
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
本
表
以
上
に
、
近
江
八
景
詩
歌
の
記
事
を
載
せ
る
日
用
教
養
書
が
出
板
さ

れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
本
表
は
お
お
よ
そ
の
概
要
を
示
す
も
の
と
な
る
。

　
表
で
は
、
当
該
書
の
題
名
（
主
に
外
題
に
よ
っ
た
）
、
刊
行
年
、
西
暦
、
板
元
、
近
江
八
景
の
記
事
が
載
る
箇
所
、
近
江
八
景
歌
、
近
江
八
景

詩
、
近
江
八
景
閣
の
記
載
の
有
無
に
関
し
て
項
目
を
設
け
て
い
る
。
和
歌
と
漢
詩
は
、
す
べ
て
信
歩
の
歌
で
あ
り
、
宗
撲
の
詩
で
あ
っ
た
。

　
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
大
坂
の
書
屋
孫
丘
ハ
衛
・
本
屋
又
兵
衛
、
江
戸
の
本
屋
清
兵
衛
が
刊
行
し
た
重
宝
記
『
万
民
調
宝
記
』
を
初
出
と

し
て
、
以
下
、
明
治
初
年
に
至
る
ま
で
、
節
用
集
や
往
来
物
、
女
性
用
往
来
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
教
養
書
に
近
江
八
景
詩
歌
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
一
見
し
て
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
全
体
的
に
み
れ
ば
、
近
江
八
景
歌
は
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
記

事
に
付
随
し
て
お
り
、
近
江
八
景
詩
も
和
歌
ほ
ど
の
頻
度
で
は
な
い
が
、
継
続
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
出
板
書
騨
に
注
解
し
て
み
る
と
、
須
原
屋
茂
兵
衛
の
よ
う
に
複
数
回
、
名
前
が
み
え
る
も
の
も
い
る
が
、
活
動
拠
点
も
時
期
も
異
な
る
書
難

の
名
前
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
恐
ら
く
は
、
江
戸
時
代
中
後
期
を
通
し
て
、
先
行
書
か
ら
の
無
断
引
用
に
よ
り
、
近
江
八
景
詩
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図1 『連玉古内野宝蔵』

（筑波大学附属図書館乙竹文庫）

歌
の
記
事
は
多
く
の
日
用
教
養
書
に
繰
り
返
し
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
1
3
番
『
連
玉
古
状
揃
宝
蔵
』
は
、
「
今
川
状
」
「
義
経
腰
越
状
」

な
ど
歴
史
上
の
有
名
人
の
手
紙
を
集
め
、
最
も
流
布
し
た
往
来
物
の
一
つ
と

し
て
し
ら
れ
る
古
墨
揃
系
の
往
来
物
だ
が
、
そ
の
本
文
以
外
に
、
前
付
に

「
士
農
工
商
図
」
「
近
江
八
景
歌
」
「
和
俗
制
作
の
文
字
」
「
伊
勢
斎
宮
忌
詞
」

と
い
っ
た
記
事
が
、
頭
書
部
分
に
も
「
江
戸
名
所
往
来
」
「
五
性
名
乗
字
」

「
人
相
手
引
指
南
」
「
外
国
名
集
」
と
い
っ
た
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
附
録

記
事
に
は
本
文
の
内
容
と
は
関
係
な
く
、
儒
教
道
徳
や
地
理
情
報
、
陰
陽
道

に
関
す
る
記
事
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
の
読
者
が
身

に
つ
け
る
べ
き
日
用
教
養
知
識
の
一
つ
と
し
て
、
近
江
八
景
に
関
す
る
記
事

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
1
番
『
万
民
霊
宝
記
』
に
つ
い
て
、
同
書
掲
載
の
…
繍
湘
入
景
図
が
、
前
年

刊
行
の
『
鴫
羽
掻
』
掲
載
の
瀟
湘
八
景
図
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
、
堀
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

貴
司
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
近
江
八
景
図
に
つ
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
で

き
る
。
異
本
と
校
訂
の
上
、
異
文
に
つ
い
て
は
そ
の
情
報
を
記
す
な
ど
、
学

術
的
な
姿
勢
が
高
い
『
鳴
羽
掻
隔
掲
載
の
知
が
、
よ
り
一
般
向
け
の
『
万
民

調
論
罪
』
に
流
用
さ
れ
、
さ
ら
に
講
書
に
広
が
っ
て
い
く
構
図
が
読
み
取
れ

る
。　

日
用
教
養
書
に
流
れ
る
知
識
の
性
質
を
考
え
る
上
で
、
注
目
す
べ
き
事
例

27　（277）



『江ヌ配f大負貰月旦i毎ヨ大Jfit，E函
図2

瀞
ゆ
畜
く

　
穿
に

凄
華
、

　
　
　
　
〉
ま

　
　
野
　
、

、
）
ち
か
8

　
　
　
　
》

露
礁
齢
職

　　

@　
@　

ｽ
錫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
識

ぼ節朋集大系』第57巻）

『一イ七冠｝＝用flf：孝木宝鑑』壌3

（f稀観往来物集成』第17巻）

を
い
く
つ
か
あ
げ
る
。

　
1
3
番
の
往
来
物
『
連
玉
古
御
揃
宝
蔵
』
で
は
、

矢
橋
帰
帆
に
雪
景
色
の
山
並
み
の
挿
絵
を
、
比

良
暮
雪
に
舟
が
帰
港
す
る
場
面
を
描
く
挿
絵
を

付
け
て
お
り
、
明
ら
か
に
両
者
の
挿
絵
を
付
け

間
違
え
て
い
る
（
図
1
）
。

　
9
番
噌
新
撰
用
文
章
宝
玉
袋
』
、
3
0
番
『
改

正
新
版
初
学
古
状
揃
万
宝
蔵
晒
、
3
6
番
『
江
戸

大
節
用
海
内
蔵
輪
で
は
、
矢
橋
帰
帆
の
漢
詩
一

句
目
を
、
本
来
は
「
釣
竿
手
熟
白
頭
翁
」
と
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
を
「
釣
竿
朱
熟
白

頭
翁
」
と
し
て
お
り
、
『
改
正
薪
版
初
学
歯
状

揃
万
宝
蔵
繍
や
噸
江
戸
大
節
用
海
内
蔵
㎏
で
は
、

さ
ら
に
「
朱
隔
に
対
し
て
「
ア
カ
ク
」
と
い
う

振
り
仮
名
ま
で
ふ
っ
て
い
る
（
図
2
）
。
し
か

し
宗
撲
の
矢
橋
帰
帆
の
詩
は
四
句
目
が
「
呂
公

栄
達
一
盃
中
」
と
あ
る
よ
う
に
、
呂
公
こ
と
太

公
望
の
こ
と
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
り
、
「
釣
竿
朱

熟
」
の
「
白
頭
翁
」
で
は
意
味
が
全
く
通
じ
な
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く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
江
戸
時
代
中
期
、
教
訓
書
や
節
用
集
や
往
来
物
と
い
っ
た
日
用
教
養
書
類
の
作
者
と
し
て
多
く
の
著
作
を
残
し
た
中
村
三
冊
子
に
よ
る
消
息

手
本
を
集
め
た
往
来
物
で
あ
る
7
番
『
一
代
書
用
筆
林
宝
鑑
』
で
は
、
例
え
ば
石
山
秋
月
の
詩
が
「
古
木
豪
渓
寒
月
影
吟
遊
翌
々
霧
中
花
」
と

あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
詠
題
に
お
い
て
本
来
の
詩
の
下
短
句
の
み
を
載
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
図
3
）
。
逆
に
8
番
の
節
用
集
『
大
大

節
用
集
万
字
海
隔
の
よ
う
に
、
上
二
句
の
み
を
載
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
日
用
教
養
書
の
附
録
記
事
は
、
こ
の
よ
う
に
誤
謬
や
不
完
全
な
情
報
を
伴
う
こ
と
も
多
い
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
用
教
養
書
を
通

じ
て
伝
播
す
る
知
の
、
ひ
い
て
は
江
戸
時
代
の
書
物
文
化
に
広
が
る
知
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。
し
か
し
誤
謬
を
伴
い
な
が
ら
の
伝
播
で
は

あ
る
が
、
そ
の
伝
播
の
射
程
が
格
段
に
広
が
る
可
能
性
を
持
つ
の
も
日
用
教
養
書
の
性
質
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
礒
用
教
養
書
の
伝
播

　
近
江
八
景
の
記
事
を
載
せ
る
日
用
教
養
書
は
、
琵
琶
湖
に
近
い
京
都
や
大
坂
の
上
方
書
信
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
や
名
古
屋
の
書
騨
も
刊
行
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
一
度
、
冊
子
と
い
う
形
を
取
っ
て
世
に
で
た
書
物
は
、
当
然
、
刊
行
地
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
を
渡
っ
て
、

日
本
各
地
に
移
動
し
て
い
く
。
ま
た
地
域
と
い
う
横
の
広
が
り
だ
け
で
は
な
く
、
一
つ
の
家
の
な
か
で
親
か
ら
子
へ
、
ま
た
は
、
所
有
者
が
変

わ
り
な
が
ら
、
時
を
越
え
て
、
世
代
を
越
え
て
伝
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
縦
の
広
が
り
も
も
っ
て
、
書
物
の
知
は
伝
播
し
て
い
く
。

　
例
え
ば
、
前
節
で
間
違
っ
た
挿
絵
が
付
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
指
摘
し
た
1
3
番
『
浜
玉
身
状
揃
宝
蔵
』
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
に

江
戸
の
書
舜
鶴
屋
喜
右
衛
門
が
刊
行
し
た
往
来
物
で
あ
る
が
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
乙
竹
文
庫
所
蔵
本
の
裏
見
返
し
に
は
、
「
南
魚
沼
特
高

野
村
桑
原
孫
右
衛
門
」
と
所
蔵
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
越
後
国
中
部
の
農
村
で
使
用
さ
れ
て
い
た
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
3
9

番
『
頭
誉
絵
入
楠
正
成
教
訓
之
書
』
は
江
戸
後
期
の
刊
行
と
目
さ
れ
る
往
来
物
だ
が
、
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、
「
上
州
一
豊
富
【
原

市
」
と
い
う
蔵
書
印
が
捺
し
て
あ
る
。
上
野
国
碓
氷
郡
原
市
村
（
現
群
馬
県
安
中
市
大
字
原
市
）
は
中
山
道
沿
い
の
問
の
宿
で
あ
る
が
、
天
保
一
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三
年
（
一
八
四
二
）
作
成
の
家
並
絵
図
に
、
穀
物
商
と
し
て
、
喜
右
衛
門
、
百
姓
増
五
郎
、
百
姓
与
吉
、
三
之
助
店
角
次
郎
と
い
っ
た
名
前
を

　
　
　
⑳

確
認
で
き
、
こ
の
よ
う
な
在
郷
町
で
農
間
余
業
を
行
う
百
姓
が
使
っ
て
い
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
7
番
『
一
代
書
用
筆
林

宝
鑑
』
は
、
隠
岐
の
長
者
と
し
て
有
名
な
村
上
助
九
郎
が
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
上
京
し
た
折
に
京
都
に
て
購
入
し
た
本
の
一
つ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
蔵
書
録
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
。
徳
永
結
美
氏
は
、
3
番
『
女
源
氏
教
訓
鑑
』
の
書
誌
調
査
を
行
い
、
崇
厳
は
正
徳
三
年
（
一
七
＝
一
～
）

の
面
板
刊
行
以
降
、
享
保
二
年
（
～
七
～
七
）
、
同
五
年
、
同
六
年
、
元
文
元
年
（
～
七
三
六
）
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
と
計
六
種
類
の
板
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
、
改
訂
に
伴
い
内
容
に
変
化
も
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
近
江
八
景
の
記
事
は
す
べ
て
の
板
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

存
す
る
本
の
な
か
に
は
信
州
の
貸
本
麗
と
思
わ
れ
る
印
記
を
持
つ
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
近

江
か
ら
も
、
ま
た
本
の
刊
行
地
か
ら
も
遠
く
離
れ
た
越
後
国
や
上
野
国
、
信
濃
国
、
隠
岐
国
の
農
村
や
宿
場
町
に
、
蔵
書
と
し
て
、
さ
ら
に
は

貸
本
屋
な
ど
も
介
在
し
て
、
こ
れ
ら
の
本
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五
　
手
習
教
育
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
化

　
日
用
教
養
書
に
掲
載
さ
れ
る
知
は
書
物
の
な
か
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
広
く
伝
播
す
る
可
能
性
を
持
つ
。
そ
れ
が
手
習
教
育
に
お
け
る
伝

播
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
後
期
、
手
習
教
育
が
地
域
差
も
含
み
な
が
ら
各
地
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
日
用

教
養
書
の
所
有
者
は
そ
の
よ
う
な
手
習
教
育
を
実
践
す
る
教
育
者
の
側
で
あ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
手
習
師
匠
た
ち
は
、
手
習
い
の
現
場
で
自

ら
作
成
し
た
写
本
を
手
本
に
使
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
手
習
い
の
場
で
、
近
江
八
景
詩
歌
が
手
習
教
育
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
事
例
も
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
江
八
景
詩
を
詠
ん
だ
玉
質
宗
撲
が
調
算
し
て
い
た
近
江
国
蒲
生
郡
中
小
森
村
に
も
ほ
ど
近
い
、
小
谷
村
（
現
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

役
人
も
勤
め
て
い
た
近
江
商
人
吉
村
儀
兵
衛
家
に
は
、
享
保
一
六
年
（
…
七
三
一
）
に
吉
村
吉
次
郎
が
筆
写
し
た
「
近
江
八
景
」
と
題
す
る
写

　
　
　
　
　
⑳

本
が
存
在
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
玉
章
宗
撲
の
近
江
八
景
詩
と
、
近
衛
信
サ
の
近
江
八
景
歌
を
稚
拙
な
字
で
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
武
蔵
国
比
企
郡
宮
前
村
（
現
埼
玉
県
川
島
町
）
に
お
い
て
村
役
人
が
輩
出
し
た
鈴
木
家
に
も
、
近
江
八
景
詩
歌
を
書
き
留
め
た
折
本
仕
立

て
の
手
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
か
ら
、
こ
れ
は
杉
辺
水
谷
（
忠
貞
）
と
い
う
人
物
が
文
久
三
年
（
…
八
六
一
5
に
書
い
た
も
の
と
わ
か
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

杉
辺
は
川
越
藩
の
藩
士
で
あ
り
、
往
来
物
の
著
作
も
あ
る
書
道
家
で
あ
る
。
鈴
木
家
に
は
、
杉
辺
が
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
、
鈴
木
孝
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（
鈴
木
家
九
代
目
庸
行
）
に
筆
道
の
秘
伝
を
伝
授
し
た
史
料
も
残
さ
れ
て
お
り
、
杉
辺
は
鈴
木
の
書
道
の
師
匠
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鈴
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

孝
太
郎
は
、
宮
前
村
で
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
よ
り
手
習
所
を
開
い
て
お
り
、
鈴
木
の
手
習
所
に
お
い
て
、
手
習
い
上
級
者
に
対
し
て
、
杉

辺
か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
の
折
本
仕
立
て
の
手
本
を
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
い
　
お
ん
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
も
の
や
⑪

　
さ
ら
に
江
戸
後
期
、
三
河
国
宝
飯
郡
御
馬
村
（
現
愛
知
県
豊
川
市
御
津
町
）
の
手
習
蓬
頭
廼
舎
の
筆
子
が
、
七
夕
祭
の
際
に
短
冊
に
認
め
た
詩

歌
な
ど
を
書
き
留
め
た
史
料
に
も
、
慶
応
三
年
目
一
八
六
七
）
、
同
四
年
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
分
に
、
近
江
八
景
の
石
山
秋
月
と
堅
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

落
雁
を
詠
ん
だ
、
宗
僕
詩
の
上
聖
句
と
信
歩
歌
の
上
の
句
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
近
江
八
景
詩
歌
は
、
秋
の
月
と
冬
の
雁
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
り
七
夕
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
桃
廼
舎
に
お
け
る
七
夕
行
事
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
桃
廼
舎
で
書
か
れ

た
七
夕
短
冊
に
は
、
日
用
教
養
部
の
附
録
記
事
と
し
て
は
近
江
八
景
以
上
に
頻
出
す
る
七
夕
の
記
事
の
な
か
に
み
ら
れ
る
、
江
戸
時
代
前
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
ち
か

後
水
尾
院
サ
ロ
ン
の
公
家
た
ち
が
詠
ん
だ
和
歌
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
桃
廼
舎
の
手
習
師
匠
石
黒
鎮
周
は
、
日
用
教
養
書
の
附
録
記

事
を
も
と
に
短
冊
に
書
く
詩
歌
を
選
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
七
夕
記
事
と
同
じ
く
附
録
記
事
に
載
る
近
江
八
景
詩
歌
も
短
冊
の

題
材
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
原
本
の
書
写
年
代
は
不
明
だ
が
、
乙
竹
岩
造
氏
は
甲
斐
国
八
代
郡
田
中
村
（
現
山
梨
県
笛
吹
市
一
宮
町
田
中
）
三
井
清
潔
蔵
書
よ
り
長
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

川
妙
躰
の
女
筆
手
本
『
近
江
八
景
隔
の
写
本
を
書
写
し
て
い
る
。
さ
ら
に
上
野
国
利
根
郡
下
久
屋
村
（
現
群
馬
県
沼
田
市
下
久
屋
町
）
の
倉
品
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

近
家
文
書
に
も
、
『
庭
訓
往
来
』
や
『
商
売
往
来
』
な
ど
の
刊
本
往
来
物
や
手
習
写
本
と
と
も
に
、
近
江
八
景
の
手
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
近
江
国
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
地
域
で
近
江
八
景
が
手
習
教
育
の
手
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
事
例
を
確
認
で
き
る
。
近
江
八
景

に
関
す
る
手
本
は
、
手
習
い
の
教
材
と
し
て
は
決
し
て
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
題
材
で
は
な
い
が
、
日
用
教
養
書
附
録
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
が
、
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手
習
教
育
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
を
示
す
事
例
と
し
て
注
目
で
き
よ
う
。
刊
本
往
来
物
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
知
識
と
し
て
そ
の
所
有
者
が

受
容
す
る
だ
け
で
な
く
、
手
習
い
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
手
習
い
の
子
供
た
ち
に
も
伝
播
す
る
と
い
う
可
能
性
を
持
ち
得
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
前
期
の
朝
廷
文
化
サ
ロ
ン
、
五
山
文
化
サ
ロ
ン
に
て
誕
生
し
た
近
衛
信
サ
の
近
江
八
景
歌
と
玉
質
宗

僕
の
近
江
八
景
詩
は
、
堂
上
・
地
下
歌
壇
に
お
け
る
写
本
歌
書
と
し
て
の
流
布
、
刊
本
詩
歌
集
『
扶
桑
名
勝
詩
集
隔
へ
の
掲
載
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
、
さ
ら
に
は
日
用
教
養
書
で
の
伝
播
と
段
階
的
に
伝
播
の
範
囲
を
広
め
て
い
き
、
書
物
の
時
代
と
し
て
の
江
戸
時
代
を
生
き
る
人
々
の
一
般

教
養
と
し
て
、
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
横
田
冬
彦
「
益
軒
本
の
読
者
」
（
横
山
俊
夫
編
『
貝
原
益
軒
幅
平
凡
社
、
　
九
　
　
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
扁
（
以
下
、
二
選
サ
イ
ト
〉
参
照
》
。

　
　
九
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪
『
薪
編
増
補
和
漢
名
数
』
巻
上
〈
洛
陽
佐
野
与
兵
衛
刊
〉
《
国
立
国
会
図
書
館

②
柳
沢
芙
美
子
門
若
狭
二
方
の
手
習
資
料
扁
（
『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
㎞
第
四

　
号
、
福
井
県
文
藻
館
、
二
〇
〇
七
年
）
。

③
「
覚
」
《
福
井
県
立
文
書
館
所
蔵
桜
井
市
兵
衛
家
文
書
（
三
四
九
号
）
》
。

④
「
天
満
宮
御
文
庫
書
籍
寄
進
帳
」
（
川
添
昭
二
・
棚
町
知
彌
・
島
津
忠
夫
編
岡
太

　
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
騙
策
四
巻
、
太
宰
府
顕
彰
会
、
一
九
八
七
年
）
四
七
六
頁
。

⑤
「
松
屋
蔵
書
目
録
」
巻
之
四
《
早
稲
田
大
学
図
書
館
（
イ
〇
二
／
〇
二
三
〇

　
九
）
》
。

⑥
「
宝
貨
記
」
（
簗
瀬
一
雄
『
本
居
箆
長
と
そ
の
門
流
甑
第
一
巻
、
和
泉
書
院
、
～

　
九
八
二
年
）
一
八
一
頁
。

⑦
『
兵
庫
名
所
記
㎞
巻
下
〈
兵
庫
津
磯
之
町
菊
屋
新
右
衛
門
〉
《
早
稲
田
大
学
麟

　
書
館
（
ル
〇
四
／
〇
一
七
五
七
）
》
。

⑧
噸
風
俗
文
選
熱
巻
四
《
国
文
学
研
究
資
料
館
（
ナ
三
－
四
〇
1
三
）
》
。

⑨
「
近
江
輿
地
志
略
」
巻
之
五
（
小
島
捨
市
校
註
・
宇
野
健
一
改
訂
校
註
噸
新
註

　
近
江
鰍
ハ
地
士
心
略
㎞
弘
文
堂
譜
唐
、
　
一
九
七
六
偏
牛
）
五
一
二
～
五
六
頁
。

⑩
『
倭
漢
名
数
』
〈
村
上
平
楽
寺
刊
〉
《
傘
立
国
会
図
書
館
所
蔵
亀
田
文
庫
（
〇
三

　
一
．
五
／
K
a
一
入
三
W
／
m
）
　
同
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
国
立
国
会

　
所
蔵
亀
田
文
庫
（
〇
三
一
．
五
／
K
a
一
八
三
W
）
　
同
士
サ
イ
ト
参
照
》
。

⑫
鈴
木
重
三
「
名
数
風
景
」
（
鈴
木
『
広
重
㎞
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年
）
。

⑬
前
掲
は
じ
め
に
注
④
『
近
江
雪
景
』
一
～
二
、
≡
二
頁
。

⑭
　
『
里
内
勝
治
郎
と
里
内
文
庫
㎞
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
　
九
〇

　
～
九
三
頁
。

⑮
　
〔
詩
近
江
八
景
義
太
夫
番
付
〕
《
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（
二
二
四
／
八
九
／

　
一
九
）
　
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　
参
照
》
。

⑯
州
詩
近
江
八
景
睡
《
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（
胃
二
〇
／
一
〇
六
八
ご
同
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
浄
瑠
璃
本
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
》
。

⑰
益
井
邦
夫
筥
琵
琶
湖
八
景
」
青
花
磁
の
由
来
解
明
考
」
（
『
國
学
院
雑
誌
』
第

　
九
一
巻
第
六
号
、
国
学
院
大
学
広
報
部
、
　
九
九
〇
年
）
。
河
原
正
彦
「
「
青
花
琵

　
琶
湖
八
景
図
敷
瓦
」
に
つ
い
て
」
（
宇
野
茂
樹
編
『
近
江
の
美
衛
と
民
俗
』
思
文

　
閣
繊
版
、
一
九
九
閥
年
）
。

⑱
恭
王
府
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
資
料
庫
」
参
照
。

⑲
高
尾
～
三
門
近
江
八
景
落
穂
集
偏
（
高
尾
噸
横
笛
と
大
首
絵
幽
法
政
大
学
繊
版
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局
、
一
九
八
九
年
　
初
出
～
九
八
～
年
）
。
前
掲
は
じ
め
に
注
③
青
柳
門
十
七
・

　
十
八
世
紀
に
お
け
る
近
江
八
景
の
展
開
」
。

⑳
『
近
江
八
景
』
〈
京
都
岡
本
半
七
、
江
戸
小
川
彦
九
郎
刊
V
（
㎎
往
来
物
大
系
㎞

　
舗
弟
山
ハ
一
巻
、
大
党
エ
社
、
　
一
九
九
一
二
年
）
。

⑳
　
『
さ
し
も
く
さ
㎞
〈
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
刊
〉
（
小
泉
吉
永
編
『
江
戸
時
代
女
性

　
文
庫
』
補
遺
七
、
大
空
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

⑳
　
㎎
万
宝
字
尽
女
工
続
文
章
㎞
〈
京
都
菊
屋
安
兵
衛
・
伏
見
屋
半
三
郎
再
刊
〉

　
（
小
泉
吉
永
編
『
稀
槻
往
来
物
集
成
』
第
二
一
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
七
年
）
。

⑱
　
凹
長
雄
近
江
八
景
井
文
書
㎞
《
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
里
内
文
庫
（
三
九

　
⊥
ハ
／
…
山
偏
／
1
）
》
。

⑭
　
噸
世
話
千
字
文
井
八
景
詩
歌
』
《
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
里
内
文
庫
（
三

　
九
山
ハ
／
…
二
／
1
）
》
。

⑳
　
各
資
料
の
典
拠
を
番
号
順
に
記
す
。

　
　
1
長
友
千
代
治
編
『
重
宝
記
資
料
集
成
』
第
三
巻
、
臨
川
嘗
店
、
二
〇
〇
五

　
年
　
2
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
乙
竹
文
正
（
以
下
、
筑
大
乙
竹
）
（
ル
一
八
五
／

　
八
三
八
と
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
（
以
下
、
同
館
所
蔵
史
料
は
す
べ
て
同
じ
）

　
3
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
第
一
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
四
年
　
4
『
往
来
物
大

　
系
』
第
七
八
巻
、
大
空
社
、
…
九
九
四
年
夏
5
小
泉
吉
永
編
咽
稀
槻
往
来
物
集

　
成
』
第
～
五
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
七
年
　
6
東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
所

　
蔵
日
本
近
代
教
育
史
資
料
（
以
下
、
東
学
大
近
代
）
（
T
一
A
O
／
八
一
／
一

　
六
）
　
二
三
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
門
東
京
学
芸
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
参
照
（
以
下
、
同

　
館
所
蔵
史
料
は
す
べ
て
同
じ
）
　
7
小
泉
吉
永
編
『
稀
槻
往
来
物
集
成
』
第
一
七

　
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
七
年
　
8
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
和
二
三
九
）
　
9

　
『
絵
図
集
成
近
世
子
ど
も
の
世
界
㎏
絵
図
編
第
六
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
五
年

　
1
0
東
学
大
近
代
（
T
一
A
O
／
二
六
／
＝
二
二
）
　
1
1
『
往
来
物
大
系
』
第
九
一

　
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
四
年
　
1
2
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
大
鋸
文
庫
（
ニ

　
一
一
八
／
七
七
二
／
三
七
〇
．
九
ニ
ー
三
）
　
1
3
筑
大
乙
竹
（
ル
一
八
五
／
五
〇

　
　
）
　
1
4
國
即
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館
海
野
文
庫
（
K
F
／
三
／
A

　
s
）
　
1
5
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
村
松
文
庫
（
二
　
，
八
／
三

　
二
）
　
1
6
東
竪
大
近
代
（
丁
一
A
O
／
八
一
／
一
九
）
　
1
7
東
学
大
近
代
（
丁
一

　
A
O
／
八
三
／
一
九
）
　
1
8
富
山
市
立
図
書
館
翁
久
允
文
庫
（
三
七
五
…
マ
）

　
1
9
槻
往
来
物
大
系
』
第
七
八
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
四
年
　
2
0
東
京
学
芸
大
学

　
附
属
図
書
館
望
月
文
魔
（
以
下
、
東
学
大
望
月
）
（
T
一
A
O
／
二
三
／
一
）
　
2
1

　
国
文
学
研
究
資
料
館
（
ヤ
五
／
一
四
）
　
2
2
東
学
大
近
代
（
T
一
A
O
／
七
四
／

　
一
三
七
）
　
2
3
東
雄
大
近
代
（
T
一
A
O
／
三
二
／
七
五
）
　
2
4
噸
往
来
物
大
系
』

　
第
九
五
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
四
年
　
2
5
東
甚
大
望
月
（
T
｝
A
O
／
～
四
／

　
一
五
）
　
2
6
玉
川
大
学
図
書
館
（
W
A
一
六
；
シ
）
　
2
7
佛
教
大
学
図
書
館
（
国

　
書
／
二
一
五
〇
）
　
2
8
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
初
雁
文
庫
（
＝
一
／
五
入
八
）

　
2
9
国
文
学
研
究
資
料
館
（
タ
ニ
／
五
九
）
　
3
0
早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫

　
（
文
庫
三
〇
／
9
0
三
一
五
）
　
3
1
国
立
国
会
図
書
館
（
～
二
四
…
五
二
）
　
3
2

　
諸
学
大
望
月
（
T
一
A
O
／
二
六
／
二
九
）
　
3
3
筑
大
乙
竹
（
ル
一
八
五
…
七
二

　
六
）
　
3
4
東
学
大
望
月
（
T
一
A
O
／
八
一
／
一
一
｝
）
　
3
5
国
立
公
文
書
館
内
閣

　
文
庫
（
二
〇
四
1
0
二
二
三
）
　
3
6
『
節
用
集
大
系
㎞
第
五
七
巻
、
大
空
社
、
一

　
九
九
四
年
　
3
7
東
学
大
望
月
（
T
～
A
O
／
六
三
／
九
四
）
　
3
8
東
学
大
望
月

　
（
T
～
A
O
／
七
五
／
五
）
　
3
9
佛
教
大
学
図
書
館
（
国
書
／
二
一
六
四
）
　
4
0

　
玉
川
大
学
図
書
館
（
W
A
O
五
i
ヒ
）
　
4
1
玉
川
大
学
図
書
館
（
W
A
一
六
…

　
オ
）
　
4
2
工
学
大
望
月
（
T
一
A
O
／
一
四
／
｝
六
）
　
4
3
東
学
大
近
代
（
T
一

　
A
O
／
八
三
／
一
七
）
　
4
4
東
京
大
望
月
（
T
～
A
O
／
三
二
／
三
六
）
　
4
5
東

　
学
大
望
月
（
T
一
A
O
／
七
五
／
三
）
。

⑳
石
川
謙
・
石
川
松
太
郎
編
噌
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
㎞
別
巻
二
、
講
談
社
、

　
一
九
七
七
年
。
江
森
一
郎
監
修
噸
江
戸
誌
代
女
性
生
活
絵
図
大
事
典
』
第
五
巻
、

　
大
空
社
、
一
九
九
三
年
。
『
絵
図
集
成
近
世
子
ど
も
の
世
界
』
絵
図
編
第
六
巻
、

　
大
空
社
、
　
一
九
九
五
年
。
小
泉
吉
永
編
『
往
来
物
解
題
辞
典
』
大
空
社
、
二
〇
〇

　
一
年
。
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⑳
　
小
泉
吉
永
「
新
発
見
の
往
来
物
N
E
W
O
六
八
」
（
同
氏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
往

　
来
物
倶
楽
部
」
）
。

⑳
　
若
杉
哲
男
「
文
林
節
用
筆
海
往
来
を
め
ぐ
っ
て
」
（
山
田
忠
雄
編
明
国
語
史
学

　
の
為
に
』
第
一
部
、
笠
間
書
院
、
一
九
八
六
年
）
。

⑳
前
掲
は
じ
め
に
注
②
堀
川
著
書
一
七
四
頁
。

⑳
　
山
本
ゆ
か
り
「
往
来
物
を
め
ぐ
っ
て
」
（
山
本
『
上
方
風
俗
画
の
研
究
㎞
藝
華

　
書
院
、
二
〇
一
〇
年
　
初
出
二
〇
〇
七
年
）
。

⑳
　
「
天
保
十
三
寅
年
歯
月
書
上
安
中
宿
江
差
出
候
田
村
札
」
（
安
中
市
市
史
刊
行
委

　
員
会
編
『
安
中
市
史
瞬
第
五
巻
別
冊
付
録
、
安
中
市
、
二
〇
〇
二
年
〉
。

⑫
　
「
蔵
書
鯵
扁
《
島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
所
蔵
村
上
家
憲
磐
（
｝
工
七
二
号
）
》
。

⑳
　
徳
永
結
美
「
『
女
源
氏
教
訓
鑑
臨
考
扁
（
『
学
芸
古
典
文
学
㎏
第
二
号
、
東
京
学

　
芸
大
学
国
語
科
古
典
文
学
研
究
室
、
二
〇
〇
九
年
〉
。

⑭
上
村
雅
洋
「
近
江
商
人
吉
村
儀
兵
衛
家
と
酒
造
業
」
（
安
藤
精
丁
高
嶋
雅

　
明
・
天
野
雅
敏
編
『
近
世
近
代
の
歴
史
と
社
会
短
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
。

⑯
　
「
近
江
八
崇
」
（
睡
野
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
近
江
日
野
の
歴
史
一
心
一
二
巻
付

　
録
C
D
…
R
O
M
、
滋
賀
県
日
野
町
、
二
〇
＝
二
年
）
。

⑳
　
「
御
手
本
」
《
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
鈴
木
（
庸
）
家
文
書
（
一
〇
五
六
七
号
）
》
。

⑰
　
門
子
給
帳
」
〈
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
〉
（
川
越
市
総
務
部
市
史
編
纂
室
編
鯛
川

　
越
市
史
史
料
編
近
世
1
㎞
川
越
市
、
　
一
九
七
八
年
）
六
二
五
頁
。

⑳
　

『
女
A
7
川
姫
鑑
輪
　
く
帽
虚
像
串
木
叢
V
《
埼
玉
旧
ポ
立
文
書
…
館
所
蔵
臨
狛
胸
界
家
文
書
（
一
工
ハ

　
八
三
号
）
》
。

⑳
　
「
筆
執
心
得
法
扁
《
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
鈴
木
（
庸
）
家
文
書
（
～
○
○
＝

　
号
）
》
。

⑩
　
『
川
島
町
教
育
史
』
川
島
町
・
川
島
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
　
三
七
～

　
三
八
頁
。
工
藤
航
平
「
幕
末
期
江
戸
周
辺
に
お
け
る
地
域
文
化
の
自
立
」
（
欄
関
東

　
近
冊
囹
史
研
究
臨
　
第
山
ハ
五
巨
万
、
　
…
閃
東
近
世
巾
ん
研
…
究
ム
調
、
　
二
〇
〇
八
年
）
。

＠
　
吉
永
昭
二
尊
子
屋
の
普
及
扁
（
吉
永
噸
愛
知
県
の
教
育
史
』
思
文
閣
出
版
、
～

　
九
八
三
年
）
。

⑫
　
門
筆
子
織
女
祭
鎌
入
数
帳
」
《
豊
川
市
教
育
委
員
会
所
蔵
石
黒
泰
家
文
書
》
。

⑬
　
門
近
江
八
景
往
来
」
《
筑
大
乙
竹
（
ル
一
八
五
一
一
〇
七
二
）
》
。

⑭
　
『
群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
穏
録
』
第
一
集
、
群
馬
県
立
文
書
館
、
一
九
八

　
三
年
　
一
四
八
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
近
江
八
景
詩
歌
の
江
戸
時
代
書
物
文
化
に
お
け
る
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
全
国
の
名
所
を
番
付
形
式
で
紹
介
す
る

見
立
番
付
『
日
本
名
所
旧
跡
数
望
』
で
は
、
富
士
山
や
松
嶋
が
東
の
大
関
に
位
付
け
さ
れ
る
な
か
、
西
の
大
関
に
琵
琶
湖
が
、
そ
し
て
別
格
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

勧
進
元
と
し
て
近
江
八
景
の
名
前
が
番
付
の
～
番
中
心
に
大
書
さ
れ
て
い
る
。
近
江
八
景
と
い
う
知
の
教
養
化
が
進
展
し
、
ま
さ
に
日
本
を
代

表
す
る
名
所
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
名
所
と
し
て
の
近
江
八
景
に
古
典
的
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
、
名
所
と
し
て
の
格
付
け

を
あ
げ
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
近
江
八
景
詩
歌
と
い
え
よ
う
。



近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治）

　
京
都
、
ま
た
東
海
道
か
ら
の
距
離
の
近
さ
は
、
知
を
発
信
す
る
側
が
近
江
八
景
を
再
認
識
す
る
機
会
を
増
や
し
、
近
江
八
景
と
い
う
知
識
を

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
絶
え
間
な
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
青
柳
周
一
氏
が
鮮
や
か
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
近
江
八
景
と
い
う
知
識
の
定
着
は
、
近
江
湖
南
地
域
の
名
所
化
、
す
な
わ
ち
、
「
観
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

地
」
化
を
進
展
さ
せ
、
大
量
の
旅
行
者
を
恒
常
的
に
受
け
入
れ
る
観
光
業
の
発
展
な
ど
地
域
社
会
の
変
容
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
三
章
で
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
近
江
八
景
に
関
す
る
知
を
含
ん
だ
書
物
は
、
日
本
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
手
習
教
育
で
の
使
用
も
み
ら
れ
た
。
実
際

に
近
江
へ
旅
行
す
る
と
い
う
行
動
を
示
さ
な
い
人
び
と
に
も
そ
の
知
は
及
ん
で
い
た
と
想
定
さ
れ
、
日
本
各
地
に
お
け
る
八
景
の
選
定
と
い
う

試
み
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
安
芸
国
賀
茂
郡
川
尻
村
（
現
広
島
県
呉
市
川
尻
町
）
の
村
役
人
が
、
「
芸
藩
通
志
」
選
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
め
に
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
広
島
藩
に
提
出
し
た
書
上
に
、
次
の
　
節
が
あ
る
。

　
蒲
刈
地
の
船
を
見
て
は
矢
橋
の
帰
帆
を
感
じ
、
猫
迫
門
渡
る
霧
瀬
田
の
橋
を
夢
中
に
見
る
心
地
し
て
、
野
路
山
威
音
城
の
洪
鐘
を
幽
に
聞
て
は
三
井
の
喚
鐘

　
を
思
ひ
、
夕
日
に
は
仁
方
六
白
嶽
山
を
善
悪
山
に
見
越
、
夜
に
至
れ
ば
石
山
の
月
を
慕
ひ
、
遠
き
琵
琶
湖
を
心
に
移
し

　
信
サ
が
瀟
湘
八
景
に
準
え
て
和
歌
を
詠
み
、
質
撲
が
我
が
身
を
白
楽
天
に
準
え
な
が
ら
漢
詩
を
吟
じ
た
よ
う
に
、
川
尻
村
の
人
々
は
「
遠
き

琵
琶
湖
」
に
憧
憬
を
抱
き
な
が
ら
、
近
江
八
景
に
準
え
て
自
ら
の
地
域
に
名
勝
を
み
い
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
本
稿
で
は
、
近
江
八
景
の
伝
播
は
、
こ
の
よ
う
な
文
人
層
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
広
い
階
層
を
も
そ
の
射
程
に
持
っ
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
を
蔵
書
す
る
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
江
戸
後
期
の
国
学
者
小
山
田
与
清
は
、
そ
の
著
書
「
松
屋
筆

④記
」
に
お
い
て
、
近
江
八
景
選
定
者
に
関
し
て
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』
や
貝
原
益
軒
『
和
漢
名
数
馳
、
『
近
江
名
所
図
会
』
、
『
吾
妻
紀
行
』
、
『
国

花
万
葉
記
』
、
『
山
田
着
筆
』
、
「
遠
碧
軒
随
筆
」
と
い
っ
た
諸
書
を
引
用
し
な
が
ら
複
数
の
選
定
謬
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

一
つ
の
書
物
の
知
を
盲
信
せ
ず
に
、
複
数
の
書
物
を
集
め
て
比
較
検
討
す
る
よ
う
な
行
為
は
、
小
山
田
の
よ
う
な
考
証
学
者
だ
か
ら
こ
そ
な
し

え
た
技
で
あ
り
、
近
江
八
景
詩
歌
の
伝
播
の
先
に
い
る
多
く
の
読
者
は
、
自
分
が
受
け
取
っ
た
書
物
に
書
か
れ
た
内
容
を
、
知
識
と
し
て
受
容

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
受
容
の
様
相
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
十
分
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
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た
い
。

　
日
用
教
養
書
と
い
う
書
物
の
先
の
伝
播
を
示
す
史
料
で
あ
る
手
習
い
の
教
本
は
、
筆
で
書
か
れ
た
写
本
史
料
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
村
の
蔵

書
を
調
査
し
て
い
る
と
、
刊
本
と
と
も
に
写
本
が
で
て
く
る
こ
と
も
非
常
に
多
い
。
そ
の
写
本
群
の
な
か
に
は
、
刊
本
と
い
う
形
で
は
流
布
し

え
な
い
実
録
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
刊
本
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
筆
写
し
た
り
、
抄
出
し
た
り
し
た
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
し

て
こ
う
し
た
写
本
は
所
有
者
だ
け
の
知
と
し
て
蓄
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
貸
借
や
更
な
る
書
写
行
為
を
通
じ
て
、
所
有
者
の
周
辺
に
も
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
写
本
は
刊
本
の
知
を
さ
ら
に
伝
播
さ
せ
る
と
い
う
役
割
も
持
っ
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
決
し
て
村
の
蔵
書
に
の

み
い
え
る
こ
と
で
も
な
い
。

　
一
章
に
て
、
「
贈
駿
集
」
掲
載
の
近
江
八
景
詩
が
写
本
歌
書
の
な
か
で
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
源
豊
資
編

「
数
量
和
歌
集
」
で
は
、
『
扶
桑
名
勝
詩
集
晦
が
校
訂
本
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
歌
集
は
、
奥
書
に
「
不
可
許
他
見
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
一
般
的
な
流
通
を
想
定
し
な
い
、
秘
伝
的
な
知
の
書
物
と
し
て
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
こ
う
し
た
刊
本
の
知
が
流
れ
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
公
家
の
勧
修
寺
家
に
は
、
刊
本
『
鴫
羽
掻
』
の
写
本
が
存
在
し
て
い
る
。
閉
じ
た
知
で
あ
る
こ
と
を
標
ぼ
う
す
る

地
下
歌
人
の
写
本
歌
書
や
、
閉
じ
た
知
の
世
界
の
代
表
で
あ
る
公
家
の
蔵
書
に
も
刊
本
知
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
江
戸
時
代
の
書
物
文
化
を
総

体
的
に
捉
え
る
際
に
は
、
知
を
創
造
す
る
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
受
容
す
る
側
面
に
も
目
を
む
け
、
こ
う
し
た
刊
本
知
を
さ
ら
に
伝
え

る
回
路
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
写
本
も
含
め
て
、
書
物
文
化
を
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
近
江
八
景
詩
歌
と
い
う
対
象
に
視
点
を
限
定
し
て
、
江
戸
時
代
の
書
物
文
化
に
お
け
る
知
の
流
通
構
造
を
検
討
し
て
き
た
。

七
夕
や
百
人
一
首
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
決
し
て
こ
う
し
た
あ
り
よ
う
は
、
近
江
八
景
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
書
物
の

時
代
で
あ
る
江
戸
時
代
は
、
刊
本
や
写
本
と
い
っ
た
回
路
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
、
社
会
に
浸
透
し
て
、
教
養
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
時
代
と
い
え
る
。
言
語
と
出
板
文
化
の
共
有
を
通
じ
、
一
つ
の
集
団
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
国
民
国
家
が
形
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
る
と
い
う
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
説
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
知
的
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
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近江八景詩歌の伝播と受容（鍛治）

江
戸
時
代
中
後
期
の
社
会
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
朝
廷
や
そ
の
周
辺
で
産
み
出
さ
れ
た
知
が
、
社
会
一
般
に
広
範
囲
に
伝
播

す
る
知
の
流
通
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
わ
け
だ
が
、
今
後
は
、
そ
の
よ
う
な
知
が
い
か
な
る
形
で
受
容
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
検
討
す
る

こ
と
を
約
し
て
、
筆
を
置
き
た
い
。

①
「
番
付
集
」
所
収
『
日
本
名
所
旧
跡
数
望
暁
《
関
西
大
学
図
書
館
長
澤
文
庫
（
L

　
二
三
／
○
○
○
／
六
一
七
六
）
》
。

②
前
掲
は
じ
め
に
注
③
青
柳
論
文
。

③
「
国
郡
誌
御
用
耳
付
書
上
扁
（
川
玩
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
・
呉
市
史
編
さ
ん
委
員

　
会
談
闘
川
尻
町
誌
資
料
編
』
呉
市
役
所
、
二
〇
〇
七
年
）
六
九
～
七
〇
頁
。

④
「
松
屋
筆
記
扁
巻
十
二
（
『
松
屋
筆
記
』
第
　
巻
、
国
漢
刊
行
会
、
一
九
〇
入

　
年
）
一
〇
九
頁
。

⑤
小
林
文
雄
「
近
世
後
期
に
お
け
る
「
蔵
書
の
家
」
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
」

　
（
『
歴
史
臨
第
七
六
輯
、
東
北
史
学
会
、
一
九
九
一
年
）
。

⑥
「
鴫
羽
掻
」
《
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
勧
修
寺
家
文
書
（
一
九
九
四
号
）
》
。

⑦
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
白
石
隆
・
白
石
さ
や
訳
）
『
増
補
想
像
の

　
共
同
体
』
N
T
T
禺
版
、
一
九
九
七
年
　
初
出
、
一
九
八
三
年
。

［
付
記
］
本
稿
は
二
〇
一
一
年
一
一
月
九
日
に
日
本
史
研
究
会
近
世
史
部
会
に
て
行
っ
た
報
告
、
及
び
二
〇
＝
一
年
…
月
二
八
田
に
「
書
物
・
出
版
と
社
会
変

容
」
研
究
会
に
て
行
っ
た
報
告
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
貴
重
な
意
見
を
賜
っ
た
皆
様
に
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
本
稿
校
正
中
に
、
吉
田
四
郎
右
衛

門
が
著
書
出
丸
に
関
与
し
た
公
家
滋
野
井
豊
麗
に
つ
い
て
、
「
公
事
根
源
紗
階
梯
」
の
自
筆
板
下
の
存
在
を
武
井
和
人
騒
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
た
［
武

井
和
人
「
公
事
根
源
紗
階
梯
孜
」
（
武
井
噸
中
世
古
典
籍
学
序
説
撫
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
初
出
二
〇
〇
二
年
］
。
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
支
援
推
進
員
）
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A　Study　on　the　Diffusion　and　Reception

　　　　of　Chinese　and　Japanese　Poetry

　　　　　of　the　“Eight　Views　of　Omi”

by

KAJI　Kosuke

　　In　the　Edo　period，　knowledge　about　the“Eight　Views　of　Omi”近江八景

（Omi　hakhez）　spread　through　society　by　way　of　written　works　in　the　form　of

manuscripts　and　printed　books．　Such　information　was　received　by　people　of

various　regions　and　social　strata　became　common　knowledge．　ln　this　article　I

clarify　the　process　of　the　diffusion　of　the　“Eight　Views　of　Omi”　as　a　topic　of

Chinese　and　Japanese　poetry．　The　“Eight　Views　of　Omi”　refers　to　eight

beautiful　scenes　near　southern　Lake　Biwa，　“The　autumn　moon　at　lshiyama

temple”石山秋月，“Evening　glow　at　Seta”瀬田夕照，“The　weather　clearlng

at　Awazu”粟津晴嵐，“Returning　sails　at　Yabase”矢橋帰帆“The　evening

bell　at　Mii　temple”三井晩鐘，“Night　rain　at　Karasaki”唐崎夜雨，“Geese

descending　at　Katata”堅田落雁，“Snow　on　Mt．　Hira　at　sunset”比良暮雪，　that

were　based　on　the“Eight　Views　of　the　Xiao　and　Xiang　Rivers”絶壁八景in

China．

　　In　the　early　17th　century，　the　court　noble　Nobutada　Konoe近衛信ヲ’，　who

was　a　ceRtral　figure　of　the　imperlal　court　salon，　composed　Japanese　poetry

on　the　“Eight　Views　of　Omi，”　and　in　the　mid－17th　century，　a　ZeR　Buddhist

monk　Gyokushitu　S6boku玉質宗僕，　who　played　an　active　part　in　the　literary

circles　of　the　Five　MountaiRs五山，　composed　Chinese　poetry　on　the“Eight

Views　of　Omi．”　This　Chinese　and　Japanese　poetry　circulated　in　manuscript

form　not　only　in　aristocratic　poetry　circles堂上歌壇but　also　in　non－

arlstocratic　poetry　clrcles地下歌壇as　exemplars　that　poets　should　consult．

　　Then，　in　the　second　half　of　the　17th　century，　this　poetry　was　recorded　in

the乃∫∫σmeisho　shishti扶桑名勝詩集of　Shir6emon　Yoshida吉田四郎右衛門，

a　pub｝isher　in　Kyoto，　and　the　range　of　diffusion　was　greatly　extended．　ln

addition　to　publishing，　Yoshida　also　served　among　a　lower一　ranking　group　of

officials　servlng　the　imperial　court　who　were　called　i71　zo’shihi院雑色，　and

his　publishing　was　closely　related　to　the　court　Robles．　ln　other　words，
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Sh呈roemon　Yoshida　played　a　role　in　creating　a　circuit癒at　extended　lmperial

court　culture　into　society．

　　Ihave　been　ab至e　to　confirm　that　the．翫sδmeisho　slzishCk　was　found　in　the

libraries　of　cultured　peoP呈e　and　scholars　in　various　regio芝｝s，　but　even　more

slgnificant　is出e　fact　there　exist　many　examples　of　the　works　of　writers　of

other　genres　that　quote　the　Chinese　al｝d　Japanese　poetry　found宝n　the諏3σ

meisho　s腕s厩．　In　this　way，　this　Chinese　and　Japanese　poetry　on　the“Eight

Views　of　Omi”spread　through　the　world　of　printed　books，　and　this　call　be

confirmed　by　their　appearance　as　topics圭n　gazetteers　and　novels，　and

various　other　publications　iRclud圭ng　uk圭yoe　prin重s，　and　by　the　fact　that　they

appeared　in　entertainments　such　as　kabuk圭or　j6ruri　and　other　genres

圭ncluding　crafts　and　c玉oth圭ng．　In　additioR，　after　the　18th　century，　articles

about　this　poetry　began　to　appear　in　books　that　conveyed　basic　knowledge

and　culture　necessary　for　everyday　life，　such　as　orai－mono往来物（episto！ary

textbooks）and　the　Setsuyoshdi　fif用集（a　Japanese－language　dictionary），　and

they　were　also　used　as　exemplars　ln　teaching　materials　at　private　elementa－

ry　schools　圭n　various　parts　of　Japan．

　　Through　the　above　examination，　I　have　drawn　an　intellectua圭map　of　the

struc毛ure　and　c圭rculation　of　Edo－period　book　culture　that　extended　from　the

top　levels　of　the　imperial　court　down　to　the　lowest　ranks　of　children　doing

　　ぴwri宅ing　Practlce．

　　I　have　been　ab圭e　to　point　out　var圭ous　trends　that　influenced　もhe‘‘Eight

Vlews　of　Omi”becoming　common　knowledge　among　many　Japanese　people．

As　an　example，　the　southern　part　of　Lake　Biwa　in　Omi　became　a　sightseeing

spot　as　a　result　of　the　increas圭ng　number　of　tourists　who　sought　to　see　the

“Eight　Views　of　Omi”and，　in　addition，　inspired　by　admiratlon　of　Oml，

c疑ltured　persons　in　other　regions　discovered　new　versions　of　the　eight　views

in　their　own　regions。
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